
鶏 赫 防タ様 の万全

未
然
に
防
ぎ
、
鶏
の
健
康
を
維
持
す
べ
き
で

あ
る
。

と
く
に
、
鶏
卵
箱
は
古
箱
を
使
用
す

る
と
ニ
ユ
ー
カ

ツ
ス
ル
病
発
生
県
の
も
の
が

移
入
さ
れ
病
原
体
の
侵
入
の
危
険
が
大
い
の

で
、
関

係
業
者
の
協
力
も
得
て
、
極
力
新
箱

に
切
替
え
、
や
む
な
く
古
箱
を
使
用
す
る
場

合
は
、

必
ら
ず
ホ
ル
、マ
リ
ン
ガ
ス
消
毒
を
し

て
使
う
よ
う
に
努
力
せ
ら
れ
た
い
。
以
上
の

こ
と
に

よ

つ
て
鶏
を
病
気
か
ら
守
り
、
鶏
が

生
来
も

つ
て
い
る
経
済
的
能
力
を
最
高
に
発

揮

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
は
鶏
に
と

つ
て

も
幸
い
な
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
収
益

が
高
ま

る
経
営
者
は
も
ち
ろ
ん
幸
い
な
こ
と

で
あ
る
。

次
に
、
鶏
の
共
済
事
業
を
提
案
し
、

こ
の

事
業
の
実
現
を
要
望
す
る
。

養
鶏
業
の
安
定
的
進
展
を
図
る
た
め
に
は
、

,生
産
卵
の
価
格
補
て
ん
事
業
も
重
要
な
こ
と

で
あ
る
が
、
こ
れ
と
共
に
、
鶏
の
共
済
事
業

は
伝
染
性
疾
病
発
生
の
危
険
に
直
面
し
て
い

る
こ
の
際
、
重
要
視
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。

関
係
者
は
充
分
検
討
の
う
え
、

こ
の
事
業
の

実
現
を
期
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

こ
の
事
業
は
、
広
い
意
味
で
の
予
防
衛
生

対
策
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

す
な
わ

ち
、
こ
の
事
業
の

一
部
と
し
て
予

防
衛
生
対

策
(
予

防
注
射
な
ど

)
を
共
同
的
に
行
う
こ

と
は
大

い
に
意
義
が
あ
る
。
ま
た
こ
の
事
業

の
バ
ツ
ク
ア
ツ
プ
が
あ
れ
ば
、
原
因
不
明
で

伝
染
す

る
病
気
が
発
生
し
た
場
合
は
、
包
み

隠
さ
ず
だ
め
ら
わ
ず
早
急
に
家
畜
保
健
衛
生

所
に
届
出
で
、
そ
の
検
診
に
よ
る
適
切
に
じ

て
徹
底
し
だ
防
疫
処
置
が
行
わ
れ
る
。

こ
れ

が
、
伝
染
病
の
防
波
堤
と
な
り
そ
の
地
域
に

お
け
る
慢
延
を
防
止
、
被
害
を
最
小
限
に
止

め
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
場
合
、
殺
処
分
な
ど
に
よ
る
経
営
者
の

損
害
は
甚
大

で
あ
る
。

し
か
し
、

こ
れ
は
そ

の
経
営
者
自
身
の
み
の
責
任
で
な
い
場
合
が

あ
り
、
同
情
に
値
す
る
こ
と
が
多
い
。

こ
れ

に
対
し
て
は
共
済
事
業
に
よ
り
損
害
を
補
て

ん
し
、
犠
性
を
最
低
限
に
す
る
こ
と
は
非
常

に
意
義
深

い
も
の
が
あ
る
。

こ
の
事
業
は
、
養
鶏
産
業
が
不
況
で
あ
る

時
期
に
と
く
に
効
果
が
大
き
い
も
の
で
あ
る

が
、
事
業
発
足
の
時
期
は
好
況
の
時
期
が
よ

い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
事
業
は
最
初
か
ら

広
範
囲
で
進
め
る
こ
と
は
困
難
性
が
あ
る
と

思
う
が
、

組
合
単
位
あ
る
い
は
小
地
域
を
対

象
に
し
て
こ
の
事
業
を
進
め
、

こ
れ
を
融
合

拡
大

し
て
い
く
の
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。

県
内

に
お
い
て
は
、
す
で
に
十
数
年
前
よ
り
、
養

鶏
農
業
協
同
組
合
単
位
と
し
て
の
共
済
事
業

が
適
切
に
運
営
さ
れ
大
き
な
成
果
を
収
め
て

い
る
例
が
あ
る
。

種
々
の
べ
た
が
、
鶏
の
予
防
衛
生
対
策
は

諸
般
の
状
況
よ
り
そ
の
必
要
性
を
痛
感
し
、

国
、
県
、
団
体
、
関
係
業
者
、
養
鶏
家
が
広

い
視
野
の
も
と
に
組
織
的
に

一
致
協
力
し
、

充
実
、
徹
底
し
た
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

(
四
〇
、

一
一
、

一
〇

)
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畿期 凝ラ

岡山県養鶏試験場長 婦 崎 尾
近
年
の
養
鶏
の
発
展
は
目
覚
し
く
、
羽
数

の
増
大
は
著
し
い
。
十
年
前
の
羽
数
に
比
べ

る
と
約
二
倍
に
増
加
し
て
い
る
。

し
か
し

剛

方
、

鶏
飼
養
農
家
数
は
逆
に
減
少
し
約
七
八

%
に
な

つ
て
お
り
、
規
模
が
大
型
化
し
、
あ

る
い
は
集
団
化

し
つ
＼
あ
り
、
ま
た
省
力
化

が
進
ん
で
お
り
、
そ
し
て
多
く
の
問
題
が
生

じ
て
い
る
。
数

多
く
の
問
題
点
の
中
で
、
予

防
衛
生
は
と
く
に
重
要
視
し
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
こ
と
の

一
つ
で
あ
る
。
養
鶏
経
営
を
合
理

化
し
、
安
定
的
な
発
展
を
図
る
た
め
に
は
、

流
通
価
格
対
策
、
飼
饗
管
理
の
改
善
な
ど
も

も
ち
ろ
ん
重
要
な
卑
項
で
あ
る
が
、
鶏
の
衛

生
対
策
は
緊
急
を
要
す
る
こ
と
で
あ
る
。

最
近
、

新
し
い
各
種
の
伝
染
病
が
発
生
し
、

ま
た
従
来
慢
性

あ
る
い
は
不
顕
性
と
い
わ
れ

て
き
た
伝
染
病

が
混
合
感
染
し
、
介
卵
性
の

疾
病
が
慢
延
し
大
き
な
損
讐
を
被

つ
て
い
る

現
状
で
あ
る
。

と
く
に
ニ
ユ
ー
カ

ツ
ス
ル
病

は
昨
年
香
川
、

愛
媛
県
に
発
生
が
あ
り
、
本

年
は
神
奈
川
、

大
分
、
奈
良
、
和
歌
山
県
な

ど
に
発
生
し
そ
の
地
域
の
損
害
は
激
甚
で
あ

る
。
こ
れ
に
対

し
国
に
お
い
て
は
輸
入
検
疫

体
制
を
整
備
し
て
防
疫
を
強
化
し
、
家
畜
衛

生
試
験
場
の
整
備
拡
充
に
よ
る
鶏
の
疲
病
対

策
、
指
導
体
制
の
増
弥
に
鋭
意
努
力
さ
れ
て

い
る
。
県
に
お
い
て
は
、
鶏
病
対
策
要
領
を
作
成

し
、
こ
れ
に
よ
り
鶏
病
予

防
措
置
が
椎
進
さ

汽
て
お
り
、
特
rに
発
生
.の
危
険
Lが
大
春
い
■
へ

ユ
ー
カ

ツ
ス
ル
病
の
予
防
注
射
を
、
種
鶏
を

主
体
と
し
て
約
三
四
万
羽
に
対
し
て
県
営
事

業
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
家
畜

保
健
衛
生
所
の
整
備
拡
充
に
よ
り
、
診
療
業

務
よ
り
予
防
衛
生
お
よ
び
生
産
指
導
業
務
に

切
替
え
ら
れ
、
重
装
備
の
保
健
所
に
は
病
性

策
定
施
設
が
設
け
ら
れ
、る
計
画

で
あ
る
が
、

こ
れ
が
早
急
に
実
施
さ
れ
て
、
鶏
の
病
気
に
　

対
す
る
防
疫
体
制
が
確
立
さ
れ
、
そ
の
効
率

的
な
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
養
鶏
業
渚
は
日
頃
予
防
衛
生
に
努

力
さ
れ
て
お
り
、

県
内
に
お
い
て
は
ニ
ユ
ー

カ

ツ
ス
ル
病
の
如
き
特
殊
の
伝
染
性
疾
病
の

発
生
は
最
近
み
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
部
分

的
に
は
呼
吸
器
系
の
伝
染
性
疾
病
の
発
生
に

よ
る
損
害
を
受
け
て
い
る
の
を
見
受
け
る
こ

と
が
あ
り
、
伝
染
性
疾
病
発
生
の
危
険
性
は

増
大
し
つ
＼
あ
る
。

し
た
が

つ
て
、
鶏
の
管

理
者
は
鶏
の
予
防
衛
生
な
ら
び
に
病
気
に
関

す
る
知
識
を
充
分
会
得
し
、
広
い
視
野
の
も

と
に
予
防
衛
生
に

一
層
努
力
す
る
こ
と
が
肝

要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
良
心
的
な
艀
卵
場

よ
り
清
浄
な
初
生
雛
の
購
入
、
無
理
の
な
い

適
切
な
飼
養
計
画
に
基

づ
く
管
理
、
管
理
環

境
の
改
善
お
よ
び
良
質
飼
料
給
算
に
よ
る
抗

病
性
の
維
持
、
正
し
い
予
防
注
射

・
接
種
、

合
理
的
な
消
毒
、
外
来
者
(
と
く
に
廃
鶏
集

荷
者

)
の
立
入
禁
止
、
衛
生
際
鶏
卵
容
器
の

使
用
な
ど
に
よ
る
病
源
体
の
隔
絶
、
平
素
の

充
分
な
観
察
な
ど
の
も
と
に
病

気
の
発
生
を
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第1表 一 代 雑 種(LY)2組 の 一 般 体 型 に よ る 分 離 の 状 況

母 豚 育 成 頭 数 一 般 体 型 に よ る 分 離 区 分

名 号 年 令 産 次(離 乳 後)性L型Y型L型 出現 率

♂32

7156.4.2168♀5075%

計62

♂57

6736,4.18611♀012Z27%

計58

第2表 調 査 豚 名 細

分離 供'試豚数
母豚 一・ 一一 名 称 生年 月日
区分 ♂ ♀ 計

・1L型224聯 多 ・α1・18

67
、Y型 …4銘14Z4914α ・1・

種
雌
豚
七

一
号
、

お
よ

び
六
七
号

に
同

一
の

ヨ

ー
ク

シ
ヤ
ー
種
雄
豚
を
交
配

し
た
結
果
、
第

一

表
の
と

お
13
、
生
産

豚

(
一
代
雑

稠
L

Y
)
二

組
共
、

一
般
体
型
に

お
い
て
ラ

ン
ド

レ
ー

ス
種

に
似
た
も
の
と
ヨ
ー
ク
シ
ヤ
ー
種

に
似
た

も
の

に
分
離

し
た
。

こ
の
場
合
の
L

型
と
Y
型
の
区
分
は
、
頭
部
、

と
く
に
耳
の
形
状

(大
き
さ
、
附
着
、
傾
斜
等
)

体
各
部
の
釣
合
い
に
差
が
あ
り
、
こ
れ
遊
便
宜

上
L

型
区
Y
型
区
と
し
た
。

⑧

供

試

豚

の

選

定

肥
育
試
験
豚
の
選
定
は
、
第
二
衷
の
と
お
り

L

型
の
出
現
率
の
高
か

つ
た
七

一
号
生
産
豚
か

ら
、
L

型
に
属
す
る
も
の
を
♂
二
、
♀
二
頭
、

Y
型
の
d
現
癩
の
寓
か
つ
た
六
七
屠
生
巌
豚
か

ら
♂
}『

♀

一
頭
ぞ
選
定
し
た
。

こ
の
場
合
、
供
試
豚
は
極
力
各
腹
の
平
均
体

重
に
近
い
も
の
と
し
、
六
七
暑
生
廠
豚
は
♀

が

3
顧
で
あ

つ
た
＼
め
、
♂

三
頭
を
遡
定
す

る

こ
,

と
と

な
つ
た
。

,

4

調

,、査

期

間

昭
和
四
十
年

一
月
～
七
月
で
、
各
区
の
平
均

体
露
が
二
〇
陶
に
達
し
た
時
か
ら
肥
宵
賦
験
に

入
り
、
平
均
伽
筑
が
九
∩
晒

に
な
つ
た
時
、
と

殺
解
体
し
て
と
体
の
状
況
を
調
嶽
し
終
了
し
た
。

5

調

査

豚

の
管

理

方

法

各
区
四
頭
を

一
群
と
し
て
、
二
七
〇
酬
×
二

七
〇
酬
の
デ
ン
マ
ー
ク
式
豚
舎
に
収
容
喝
、
休

重
二
〇
㎞
M
か
ら
五
〇
㎞
冨の
期
闘
を
筋
期
と
し
、

五
〇
陶

か
ら
九
〇
陶
脅
後
期
と
し
、
産
肉
能

刀

検
定
飼
料
を
自
球
製
セ
ル
フ
フ
イ
ダ
ー
で
不
断

給
与
し
た
。
水
は
流
水
を
自
由
に
与
え
、
豚
騨

の
清
掃
は
一
日

一
回
行

つ
た
。

漏

纈
=

1

発

育

日
数

と

増

体

愚

④

第
三
表
の
と
お
り
、
二
〇
晦

日
令
で
L

型
区
六
五
日
、
Y
型
区
六
七
日
で
二
日
の
鶉

を

生
じ
て
い
る
が
、
五
C
日
令
で
は
全
く
同

一
日

令
と
な
り
、
九
〇
陶

日
令
で
Y
型
区
が

一
日
遅

れ
て
い
る
。

加
o

夢

量

碑

,

釦

翻

0

6

6

・

体

2

{

増

細

0

9

9

2

◎

均

　

G

9

0

7

6

平

5

日

謂

29

8

1

脳

引゚

"

2
9
0

ん

9

6

5

　

0

0

0

雪

-

数

2

鼠

呂

【

,
9

7

8

ー

蟹

　

5

5

一

葭

0

3

蜘

所

5

剛

均

験

忽
o

日

解

試

圃

"

σ

区

2

・

俗

侍

日
2

2

癬

フ

7

獺
令
密

丁

と

煽

1

1

数

団

1

1

日弩

時

一
日

菊

日

幽

砧

θ

2

一

綬5

学

区

区

～

ラ

湿

劉

鐸

区

}

L

・

ラ
ン
ド
レ
ー
ス
穂
の
輸
入
に
よ
り
、
肉
豚
の

大
部
分
.は
局
種
と
の
一
代
雑
種
が
利
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
つ
た
。

雑
種
利
用
に
お
い
て
は
、
基
礎
豚
の
改
良
が

先
決
で
、
遺
伝
形
質
が
固
定
し
て
い
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
そ
の
意
義
は
ヘ
テ
ロ
ー
,シ
ス
の

活
用
で
あ
つ
て
、
生
産
子
豚
の
能
力
は
均

一
で
、

し
か
も
両
稻
の
欠
点
と
な
る
形
質
を
改
善
し
、

利
用
を
伸
長
さ
せ
、
両
品
稲
に
な
い
高
い
能
力

を
求
め
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
は
純
粋
種
の
改
良
と
、
系
統
結

成
、
組
合
せ
検
定
に
よ
る
相
挫
の
調
査
が
行
わ

れ
、
細
織
活
動
に
よ
り
雑
種
子
豚
の
生
産
が
鍛

産
ル
ー
ト
に
の
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な
い
。

乙
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
当
場
に
お
い
て
実

施
し
た
難
稠
試
験
の
う
ち
、
血
縁
の
深
い
L
Y

二
組
に
お
い
で
、
遣
伝
学
に
お
け
る
ヘ
テ
ロ
の

表
現
形
質
集
合
方
向
に
反
し
、
衷
現
形
質
拡
散

方
向
が
認
め
ら
れ
た
の
で
、-
そ
れ
か
ら
相
互
の

一
般
的
体
型
と
慶
肉
姓
に
っ
い
て
検
討
し
た
の

で
報
告
す
る
。

㈹

調
査
豚
の
分
離
の
状
況

・

お
よ
び
調
査
豚
の
名
称

第

一
國
の
血
縁
関
係
に
あ
る
ラ
ン
ド
レ
ー
ス

-

調
査
豚
⑳
血
縁
関
係

鯛
査
豚
の
血
緑
閥
係
は
血
縁
係
数
O

・
窯
瓢

八

一
瓜
鴬
で
高
く
、
略
閣
で
示
す
と
次
の
と
鵠

り
で
あ
発

ま

え

が

專

雌 ユ ■ 馬 馬勲 灘 懸豚0

豚の一代 雑種の

ついて

岡山県酪農試験場

血

縁

図

　 　 ヱけ 　 　 ロ

,γ離寺1γ 篠1セ1γ 欝 器

㈹%ラ ンド眠 ス騨 砿奔ヂン絶 の輸入際 で樋 。1

闇2一

L型 鷹59母 の賦験終 了隠の藤

前鰯はかるくぐ蒔1鰯の伸 び、後蠣 の轄霧

は 康く、金{本のつ り合いも良好 矯理線樗

逓い燦 棲してい墨。

L型 鷹 δ9母 の火割胸片

庶下脂肪 は少獄 く殉赤肉璽の割奮は熊琶

く、鞍都 の割含 も 慶婦響好 議 しい肉轟



レ
ー
ス
種
雌
豚
に
、
同

一
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
樋
雄

豚
を
交
配
し
て
生
産
さ
れ
た
子
豚
が
、
ラ
ン
ド
.

レ
ー
ス
種

(母
豚
)
の
影
響
を
強
く
受
け
た
個

体
と
、
ヨ
ー
ク
シ
ヤ
ー
種

(
父
豚
)
の
影
響
を

強
く
受
け
た
個
体
と
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
各
個
体
間
に
生
産
さ
れ
た
圃
腹
豚

中
に
も
両
型
の
分
離
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
、
実

証
さ
れ
た
。

ま
た
L

型
区
、
Y
型
区
の
両
者
の
産
肉
性
を

比
較
し
た
場
合

気

発

育

成

績

-

発
育
日
数
及
び
増
体
箆
に
は
両
区
に
大

差
が
な
か

つ
た
。

回

飼
料
の
利
用
性
で
は
L

型
区
が
良
好
で

あ

ワ
た
.

2
.

と
体
成
績
で
は
、
と
体
の
長
さ
、
脂
肪
の

付
着
状
態
、
ロ
ー
ス
の
畏
さ
お
よ
び
面
積
、

大
割
肉
片
、
と
く
に
ハ
ム
の
割
合
簿
、
L
型

が
す
ぐ
れ
た
成
績
を
示
し
た
。
以
上
の
よ
う

な
成
績
か
ら
ラ
ン
ド
レ
ー
ス
種
を
活
用
し
た

一
代
雑
欄
利
用
の
場
合
に
も
、
単
に
両
品
種

を
交
雑
す
れ
ば
満
足
す
べ
き
ヘ
テ
ロ
が
期
待

で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
さ
ら
に
両
晶
櫨
の

純
粋
稠
と
し
て
の
改
良
が
重
要
で
あ
る
も
の

の
よ
う
で
み
る
。
ま
た
L
Y
雑
種
に
詞
い
て

は
ヲ
般
'体
型
上
、
L

型
に
近
い
形
状
の
も
の

ド

が
良
好
な
結
果
を
得
た
の
で
、
相
性
の
選
定

上

一
指
針
と
な
る
も
の
と
思
考
さ
れ
る
。

第7表 と 体 成 績

齢 名号生体離 墓 浬垂 挨壷 募離 重難 雑 椎 骨数

5085.674.058.056.576.44.25t79・65166

L3592 .585.265.564、076.55.22.010.151・56

型.ろ797,58ス86臓568.07Z65,121,99・950166

区5992,584・563・ ・6で ・572・9.5・052・01912166

平 均9t582.864.062.575、5491,9965
-丁一 一

4110〔 】.591.575.0ア1.578.14.681.812・0166
Y478概58α565

.062.07Z14.851,7♀0166

型4971 、817255aO56.5η64.001.6印156

区5196.788.070.06a57Z84.75t85'10」 斗66

平 均91.485,166,064.67ス74.571・79・8

背 腰 畏 α躍 と体 巾 背 脂 肪 傭 ロ ーヌ 大 割 肉 片 の

区 分 名 号 性 と体 畏Ir傭 肩 背 腰'平 均 面 積 カ タ ・ツ

509Z580.0271,333.45.881.ア2.882・8216・ 与・50・726・1

L5585
.07Z56Z552。94.102565.505・39り8・552・925・4

型5795.7ア8.06♀555・24・502・643・755・651Z751・150・6

39'98、581、871.431.85.871.852.622.78噸8・152・725・8

区 平 均93
.67♀546鵯55,54』 °82.185,田5.16噛 刀51・825・5

-

4194.17Z86ア 。932.75,15.44・54・ ろ16・050・528・5

Y478Z873.764.555、75」62.665・75・9雀 ス7297ろ ・02

4992.074.164、032.94,872・455・543・61Z231・925・6型

5で89975.064,935,85.54.5・14・074・2い ・250・530・4

区 平 均8魅75 .265。555、55.172.94.004・016・ ろ50・52Z8

第8表 産 肉 能 力 検 定 規 準 に よ る総 合 判 定

一 日 平 均 飼 料 背 腰 ハ ム の 脂 肪 の

区 分 ・ 一 一 得 点 判 定 順 位
増 体 鐙 要 求 率 畏 さ 太 さ 比 率 厚 さ

L型 区 ・15d4・5
,b4・5b84・ ・1

・型 区 。15・2・3…4・25° ・2

一5一

第4表 飼 料 消 費 量

飼 料 消 費 量 飼 料 要 求 率
区 分

,・ ・一叫 ・・一・一 一・・2・-5・5・-9・ セ 鯉

L型 区83,4178,5261,92,784 ,465,74

Y型 区98,4185,8284113 ,284.644.06

飼
料

の

消
費
量

お

よ
び
要
求

率
は
第
四

.

表

の
と
お

'

り
で
、
Y

型
区
が
そ

う
と
う
多

く
を
要
し

要
求
率

も

高

か

つ
た
。

解⑤

所
要
日
数
で
は
こ
◎
纐
購
五
㊦
欝
響
、

L
型
区
四
九
日
覧
型
区
四
七
日
で
塾
型
区
が
澱

日
短
か
く
、
五
G
肋
署

九
〇
短
で

は
Y
型
区
が

一
日
長
く
要
し
て
お
り
、
通
算
す
る
と
一
日
の

差
で
Y
型
区
が
早
い
。

、

◎

一
日
平
均
増
体
量
哲
所
要
日
数
ど
同
じ

傾
向
を
示
し
て
い
る
。

伽

飼
料
の
消
費
量
と
要
求
率

第5表 生体部位の測尺数値

測尺 試験

時 期 区 分 体 重 体 畏 胸 囲 管 甲'体 高 後 高'前 巾,後 巾 胸 巾 胸 深

糞9工 」型21・172.658.410。25Z641.316。31ZO.歪5 ,51黛520

Y型20.2568.5°5Z41439242 、4ね01ス9壌5、5'16,2

⊥竺り.窒:lll;1:1穐:1;:1、 秘 、:1:ll藩 難1輝lll霧 鑓
,吾gL型91・512乙7'a7風861・3ぬ ・2・ ・26・.25・4356

Y型91.4で10.010.2.414.558.噸6フ:02982Z52Z255 .2

割 合%

バ ラ ハ ム

↑.2,654.7

15.75t1

14530.5

15.450,6

13.5ろ1.7

15.12免1

10.9298

↑5,955,0

14.45t5

12.050.1

本
調
査
は
、
L
Y

一
代
雑
種
に

お
け
る

一
般
的
体
位
の
相
異
が
、

産
肉
性
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て

雑
種
試
験
の
成
績
の
中
か
ら
抽
出

し
ま
と
め
た
も
の
で
、
両
者
相
互

に
濃
い
血
縁
関
係
を
持
つ
ラ
ン
ド

あ

と

が

春

㌔蜂軸)藝讐 軸 雛 蟹聾1羅

萬 謬゚ 去晶霧饗筆誘縷 体 蔭懇墓携纏 体

1難1謹 難 繕!難
葦 謳 鞭 暴難 奪 雛 馨魏 諮
雰 坐堅 鰭巻蒙渥藤 碧 蔭腱 穀慧 奮
で の 七Lっ 。 長 ゜ ・ 梢 割 第 体 が

あ 差 ・ 型 た1 .劣 合 六 長'
o

る
ハ
ム
が
、
L

型
区
三

一
・
七
%

、
Y

型
区

三

〇

。
一
%

で
L

型
区
が
か

な
、り
優
れ
て
い
た
。

-

枝
肉

の
姿

は
、
L

型
区

が
前
中
後
躯
の

釣

貧
が
よ
く
、
脂
肪

の
附
藩
も
、r

型
区
に
比
べ

良
好

で
あ

つ
た
。

第6表 胸 囲 率 霜 よ ぴ 前 後 巾 の 割 合

区 分 卜 時・期L型 区 望型 底

20んg時 〔}.80て0,8≡58

嬰 裟5吻 時 α8梶 繭1
体 長gO左g時0

.ア98←q.9で8・

20ゐ91時 ・0.958`tO〔}5

前 巾5〔}ん91掌 寺0
.987G.9ア5

/ 後 「n

gq短 蒔 α962嘩.09肇

一4一



第1表 成 鶏 め す ケ ー ジ 農 家 数 の・割 合(昭 和58年)

20～ 羽50～ 羽100へ 羽500へ 嗣1.0.0羽飼 養 規 模1
～19羽4999299999

以 上

全 国6,4%20,2%58.6%60.3%7.4.2%85.1%

北 海 道0.72.58」21」70.084.0

東 ゴヒ三4。116,841,959.884.985.0

関 東5,115,030.855、465,981.1

:1ヒ 陸'9755.746.280,096。77Z9

葺夏 μ」9、629し552,580,874.361.2

東 海13235.650.668、675.289.4

近 畿10,328.83975Z675.2799

中 国56.221.741,864.170.8'10{〕.〇

四 国942'9955.56927Z865.6

九'州
、542° ・441・516で ・2,7&765・4

注 農 林 省 統 計 言周部 に よ る 。

第2表 単飼ケージとペンケージの比較
1単 飼 ケ ー ジ ペンケ三 ジ

,羽 当たり施設費 高 い 安 い

駄 鶏 淘 汰 塵卵調査 により的確にできる やりに くい

淘汰 による補充 できる で きない

悪へ きの被害 な い 多 い

ケージの利用率 高 い 低 い

ケ
ー
ジ
の

一
区

画
当

た
り

羽
数
を

二
羽
以
上

と
し

て
管
理
す
る

こ
と
を
、

一
応
グ

ル
ー
プ

ケ

ー
ジ
管
理
と

い
つ
て
い
る
が
、

そ
の
ね

ら
い
は
、

単
位
面

積

く
鶏
舎

面
積
)
当
た
り
羽
数

を
増

し

一圏̀

過
彫
'

f

一

的

で

あ

る

。

て
、
二
羽
当
た
り
施
設
費
の
節
減
を
は
か
り
、

併
せ
て
管
理
労

刀
を
軽
減
す
る
乙
と
で
あ
り
、

換
言
す
れ
ば
鶏
の
収
害
密
度
を
高
め
、
単
位
面

積
当
た
り
の

さ
せ
る
こ
と
が
目

一
、

グ

ル
ー

プ

ケ
ー

ジ
管

理

の
ね

ら

い

産
卵
鶏
の
飼
養
方
式
は
、
昭
和
二
十
八
～
九

年
頃
ま
で
い
わ
ゆ
る
平
場
飼
育
が
決
定
的
な
管

理
方
式
と
し
て
と
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
当

時
土
地
と
資
金
に
制
約
さ
れ
た
都
市
近
郊
の
専

業
養
鶏
家
の
あ
い
だ
で
、
バ
タ
リ
i
方
式
が
重

要
な
管
理
方
式
と
し
て
ど
り
あ
げ
ら
れ
た
。

三
方
、
農
家
養
鶏
で
も
比
較
的
簡
単
な
設
備

で
鶏
の
飼
育
が
で
き
、
駄
鶏
淘
汰
も
容
易
で
あ

る
ご
と
か
ら
パ
タ
リ
ー
飼
育
は
か
な
り
普
及
し

た
。し
か
し
、
そ
れ
か
ら
数
年
後
の
昭
和
三
十
二

～

三
年
頃
か
ら
ケ
ー
ジ
方
式
が
痒
次
的
に
急
速

な
普
及
を
示
し
、
昭
和
三
十
八
年
農
林
雀
統
計

調
査
部
の
資
料
に
よ
る
と
第

醐
表
の
と
お
13
で

あ

つ
て
、
飼
,養
規
模

一
〇
〇
羽
以
上
の
養
鶏
塚

で
は
、
°全
国
平
均
六
〇
～
八
三
%
の
ケ
ー
ジ
の

普
及
率
と
な
つ
て
い
る
。

最
近
ま
で
普
及
し
た
ケ
ー
ジ
は
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
嵐
飼
ケ
ー
ジ

(
ケ
ー
ジ
の
間
口
二
二
・
五

戯
～
三
〇
耀
)
で
あ

つ
て
、

一
部
で
は
群
飼
ケ

ー
ジ

(ペ
ン
ケ
ー
ジ
)
も
採
用
さ
れ
た
が
、
そ

の
両
者
を
比
較
す
る
と
表
二
の
と
お
り
で
あ

つ

て
、
こ
れ
を
総
合
す
る
と
群
飼
ケ
ー
ジ
は
一
羽

当
た
り
施
設
費
は
単
飼
ケ
ー
ジ
に
比
べ
て
若
干

は

じ

め

に

1

第

一

年

次

試

験

第

一
年
次
試
験
は
第
三
表
の
と
わ
り
で
、
照

和
三
十
八
年
十
月
か
ら
三
十
九
年
九
月
ま
で
の

試

験
調
査
で
あ
つ
て
、
試
験

一
区
は
従
来
の
単

飼
用
ケ
ー
ジ

(間
口
二
四
磁
"

八
寸
)
に
二
羽

収
容
し
た
も
の
で
産
卵
率
、
飼
料
要
求
率
、
生

存
率
と
も
に
他
の
.区
に
比
べ
て
す
ぐ
れ
て
い
た
。

二
区
、
三
区
の
よ
う
な
一
区
画
当
た
り
三
羽
飼

区
で
は
ケ
ー
ジ
の
間
口
の
広
い
方

(三
区
)
が

産
卵
率
が
や
や
す
ぐ
れ
た
傾
向
を
示
し
た
.

次
に
四
区
、
五
区
の
よ
う
な
}
区
画
当
た
り
七

羽
飼
区
で
は
産
卵
率
、
飼
料
要
求
率
、
生
存
率

と
も
劣
る
傾
向
が
み
ら
れ
、
全
体
的
に
み
れ

ば

}
区
画
当
た
り
三
羽
以
上
に
す
る
と
、
産
卵
率

生
存
率
と
も
に
劣
る
よ
う
な
傾
向
が
み
ら
れ
た
。

一
羽
当
た
り
施
設
費

霜
よ
ぴ
償
却
費
hは
第
29
表

の
と
お
り
で
あ
り
、

一
羽
当
た
り
年
閥
償
却
費

は
五
区
が
若
干
高
い
が
他
の
区
に
つ
い
て
は
ほ

と
ん
ど
箆
異
は
認
め
ら
れ
な
い
。

収
皮
で
は
結
果
的
に
は
】
区
が
も
つ
と
も
す

ぐ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
試
験
で
は
当
初

対
照
区
と
し
て
単
飼
区
を
設
置
す
る
予
定
で
あ

つ
た
が
、
他
の
試
購
と
の
関
係
や
、
設
備
の
都

合
で
設
置
で
漂
な
か
つ
た
の
で
、
慣
行
の
単
飼

と
の
経
済
性
比
較
が
で
き
な
か
つ
た
こ
と
は
残

念
で
あ
る
。

㈹

第

二

年

次

試

験

第
二
年
次
試
験
は
、
前
頃
の
第

一
年
次
試
験

の
結
果
か
ら
み
て
、
収
容
羽
数
を

一
部
減
ら
し

て
、
か
っ
、
対
照
区
と
し
て
単
飼
区
を
設
け
て

実
施
し
た
。

そ
の
成
紹
概
要
は
第
六
表
の
と
お
り
で
あ
つ

て
、
産
卵
率
は
セ
ミ
モ
ニ
タ
ー
型
鶏
舎
、
鋸
歯

型
鶏
舎
と
も
二
四
剛
油
△
一九
㎜
一
羽
飼
区
が
す

ぐ
れ
て
い
た
。
二
羽
飼
い
に
お
け
る
ケ
ー
ジ
の

間
口
と
産
卵
の
関
係

は
、
こ
の
試
験
成
績
で
は

三
〇
礪
×
四
五
酬
が
す
ぐ
れ
て
い
た
。
ま
た
、

三
羽
飼
区
で
ば
飼
料
摂
取
量
が
若
干
少
な
い
傾
・
,

向
が
あ
つ
た
。
乙
の
第
二
年
次
試
験
に
⑳
い
て

も
、
一
区
画
当
た
り
羽
数
の
多

い
六
羽
飼
区
の

成
績
は
よ
く
な
か

つ
た
。

3

二

年

間

の
試

験

結

果

の
考

察

前
二
例
の
試
験
結
果
か
ら
考
え
ら
れ
る
乙
と

は
、
産
卵
率
は
単
飼
区
が
若
干
よ
い
。

二
羽
～
三
羽
飼
区
で
は
飼
料
摂
取
盤
が
や
・＼

少
な
い
が
、
こ
れ
は
一
羽
当
た
り
給
餌
量
の
畏

さ

(
ケ
ー
ジ
の
間
口
に
同
じ
)
が
飼
料
摂
取
景

と
関
係
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

一

区
画
の
羽
数
が
三
羽
以
上
の
区
は
生
存
率
が
若

一ア三

二
、

へ試
瞼
肌成

結
鴨
の
概
=
要

安
い
が
、
そ
の
鞭
の
面
で
は
単
飼
ケ
ー
ジ
が
す

ぐ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
穂
鶏
管
理
に
鞘
い
て
は
丁

単
飼
ゲ
ー
ジ
で
は
、
人
工
授
精
に
対
す
る
枝
衡

上
、
労
力
等
の
関
係
で
群
飼
ケ
ー
ヅ
が
有
益
な

場
合
も
な
い
で
は
な
い
。

乙
の
よ
う
に
騰
飼
ケ
ー
ジ
に
は
す
ぐ
れ
た
面

が
多
い
が
、
謎
鶏
の
経
営
上
か
ら
鶏
卵
の
鑑
産

費
を
構
成
す
る
各
費
目
を
み
る
と
、
飼
料
費
、
・

補
充
鶏
育
成
費
が
相
当
大
き
な
比
孟
を
も
ツ
て

い
る
。
し
か
し
、
鶏
舎
、
ケ
ー
ジ
等
の
施
設
費

設
備
投
資
に
対
す
る
金
利
負
担
も
相
当
大
き
な

ウ
エ
イ
ト
を
も
つ
て
い
る
の
で
、
単
飼
ケ
ー
ジ

を
も

つ
て
最
良
の
管
理
と
は
い
っ
て
お
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、

一
羽
当
た
り
施
設
費
を
鶏
の
生

産
性
に
支
障
の
な
い
範
囲
内
で
節
減
す
る
こ
と

は
、
重
要
な
謙
題
で
あ
る
と
響
え
ら
れ
る
。
し

た
が
つ
て
、
当
養
鶏
試
験
場
で
は
産
卵
鶏
の
経

済
的
飼
養
方
式
確
立
の
た
め
の
試
験
研
究
の

一

環
と
し
て
、
紹
和
三
十
八
年
か
ら
産
卵
鶏
の
グ

ル
ー
プ
ケ
ー
ジ
管
理
に
つ
い
て
試
験
調
査
し
、
.

第

一
年
次
分
に
つ
い
て
は
す
で
に
当
場
試
験
研

究
報
告
七
号
で
発
競
ず
み
で
は
あ
る
が
、
そ
の

大
要
を
述
べ
て
み
た
い
。

ま
た
、
第
二
次
分
に
つ
い
て
は
、
そ
の
と
り

ま
と
め
作
業
中
で
、
そ
の
結
論
は
で
て
い
な
い

が
若
干
の
考
察
を
加
え
、
併
せ
て
そ
の
応
用
上

の
注
意
点
や
今
後
の
問
題
に
つ
い
て
も
述
べ
て

み
た
い
。

一6一



三

、

実

施

上

の

注

意

事

項

1
カ

バ 断

隻 嚇
ム

整 含
の1
た ク
あ カ
、 ツ

ケ ト
、 ノ

1
ジ
へ

収

る 断 容
が 噛 す、 の る

調 時 ま
そ 期 で
く は に
と 八 必
も ○ ら
一2ず

〇 九 断
○ ○ 嚇1
日 を

一・令 わ

三 を こ
○ 最 な
日 適 う

令 に こ
ま す と

o

干
劣
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
、
な
ど
で
あ
る
。

し
か
し
、
最
終
的
に
は
経
済
性
を
み
な
け
れ

ば
結
論
が
出
せ
な
い
が
、
産
卵
率
が
僅
か
の
差

で
あ
れ
ば
二
羽
飼
い
は
経
営
的
に
み
て
有
望
と

い
え
る
。

凶

ア
メ
リ
カ
で

の
試

験

成

績

の
{
例

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
、
こ
の
種
の
試
験
は
゜

例
が
少
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
一
例
を
紹

介
す
る
と
第
七
表
の
と
お
り
で
あ
つ
て
、
産
卵

成
績
は
一
羽
飼
区
と
二
羽
飼
区
の
差
は
少
な
い

が
、
第

一
回
試
験
で
は
五
羽
飼
区
が
若
干
劣

つ

て
い
る
。

ま
た
、
ぺ

い
死
率
の

一
羽
飼
区
と

一
羽
飼
区
の
比
較
で
は
、
二
羽
飼
区
は
約
二
倍

程
度
に
な
つ
て
い
て
、
五
羽
飼
区
で
は
カ
ニ
バ

リ
ズ
ム
が
多
発
し
て
へ
い
死
率
は
高
い
結
果
と

な
つ
て
い
る
。

第4表1羽 当 た り施 設 費 お よ び 償 却 費(単 位.円)

1羽 当 た り施 設 費1羽1力 年 当 た り償 却 費

鶏 舎 鯨 諜 鶏 舎 編 羅 計

試 験1区 ろ6010ア562258

234{～10ろ552156

338195381957

4429フ045145ア

547685481765

注1)鶏 舎 設 備 費 は3、5m2当 た り10』00円 と し こ0

2)償 却 年 限 は 鶏 舎 ↑0年 、 ケ 轡 ジ 及 び附 属 設 備 は5卑 と した 。

第7表 ケージ鶏の収容羽数 と諸 成績(ポ ートリーサイエンス誌 より抜粋)

ア メ リカ斑務繕南西部家禽試験場

ウージの寸法1羽 当たり平均趨卵数1羽1日 当 へ い'死 率

と一 冒厨[識 　 紅 体鰍 リ誰

,、£畏45編6&,%1219,。79,%,己

第1試 験25 ,4×457」 羽69521610415録

(556日 間)305×4572羽67620410218せ

61.0×4575羽61.91679～,51ず

6ゑ72161056一

第2試 験F64 。〔}206含05ア ー

(5ろ6E悶)同 上6ム42071021166

65.218010〔}5020

690140887-一 φ

第5試 験66.2137862-

(21。 日間)同 上6571259・186

6&61葦G955751

注,)供 試 鶏 は 毎 年10月 ふ 葡 の 臼 レ グ(同 じ 系 統)を 供 用

2)断 嚇 は 上 嚇 を 一 部 お こ な・つ たn

--9一

第 俵 第 碑 次 試 脚 轍 鞭(自 昭 和58.12.1540週 間

至 昭 和5♀ 只17)

供 試 ケ ー ジ の 規 格 ケ ー ジ1イ 解 均1羽1日 一 飼'料 一

区 別
麟 間。 奥 行 調 瓢 の騰 産卵率 卵 重縢 羅 勲 蜻 率

σ摺 ご刎%評9

試 験1区4824° う ウ'226駐454.9105し2.7581、5

26050453262・454。7942,74、80.0

348し5659526Z554.2窪022.7966.7

4ろ56045、7で60.054.61055.1芝 ～5フ:1

55560'、607161.755,2・tO22,9965.7

注1)ケ ー ジ の 高 さ は 各 区 と も45酬 と し配 列 は 雛 段 式

2)ケ ー ジ の 設 置 場 所 は セ ミ モ ニ タ ー 型 開 放 鶏 舎(木 造)

3)係 用 鶏 秘 は 白 レ グ

第5表 収 支 概 算(単 位 円)

収 入 支 出 ・ 差 ・引1羽 当 り

鶏 卵 麟 陵 鶏 計 飼鞭 識 劉 計'収 益 収益
'

試 験1区84、921150ス80072,87145.55724.0006皇53ア25.534490

294.46545096〔}0104.5像54'只9275α0007992724.5884104

575.2587506.40082.4084α49524.00〔 〕{54.49ろ1Z915575

446.9785004.00051.27828.10窒1Z50045。6015・677162

5495454504.60654.5952臓 ブ4亀 ¶Z5004Z241フ:3522で0

注 つ 鶏 卵 価 格 は 大 阪 鶏 卵1級 高 値 の 、噛5円 安 に よ るo

I2)廃 鶏 価 格 は1羽150円 と し 祐

5)残 鶏 は1羽200円 、 試 験 開 始 時 鶏 見 積 は1羽500円 と した0

4)飼 料 単 価 は 鷲955円 と し たo

第6表 第2年 次試験の成績鞭(皇 鵬 葦a1釧48週 間)
'
供 試 ケ ー ジ の 規 格 ケ ー ジ1個 駆均1羽1日 飼 料

区 別
羽数 間。 薪 撫 繋 の騰 醐 率 卵掻 議 轟 要求率樵 弊

篤ミ薫 タ鼠5624591271・25・ ・!1・72778&'

試 験1区48Z45922・65.654・398、2・857黛2

24050452265.955.01012.8985,0

54856595'265.55、4、995噛2.7483.5

4506045615～ し454.710515.2576.7

5306060,616t555、51083」5フ 〔〕。0

欝攣 遺562・ ・9・26Z854111・5∫92'8α6'

試 験 区482459'22・6義054・5・1022・98&5・4

注,)ケ ー ジ の 高 さ は 各 区 と も45伽 と し配 列 は 雛 段 武 と,し た0

2)供 用 鶏 種1は 白 レ グ

ー8一



新乳価制度の実施細 目決る

岡山県畜産課酪農係長

『
バ
タ
ー
、
脱
脂
粉
乳
、
企
脂
加
糖
れ
ん
乳
、

脱
脂
加
糖
れ
ん
乳
、
全
粉
乳
、
加
糖
粉
乳
、

全
脂
無
糖
れ
ん
乳

(か
ん
に
密
封
し
、
か
つ

滅
菌
し
た
も
の
に
限
る
)
、
脱
脂
乳

(
子
牛

膏
成
用
に
罵
元
さ
れ
る
も
の
で
、
乳
業
者
と

の
取
引
契
約
が
省
令

に
よ

つ
て
定
め
ら
れ
た

も
の
に
限
る
)
、
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ナ
;
ズ
』

で
、
殆
ん
ど
の
乳
製
品
に
向
け
ら
れ
る
も
の
が

そ
の
対
象
に
な
り
ま
す
が
そ
の
他
の
重
要
乳
製

品
で
は
調
塾
紛
乳
や
無
糖
濃
縮
乳
に
向
け
ら
れ

る
蛇
乳
に
つ
い
て
は
除
外
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
除
外
さ
れ
た
ヱ
晶
目
に
つ
い
て
も
対
象
と

す
る
よ
う
各
方
面
か
ら
黎
求

さ
れ
た
よ
う
で
す

が
、
調
整
粉
乳
に
つ
い
て
は
、

t

製
造
工
場
が
地
域
的
に
偏
在
し
て
い
る
。

2
、

他
の
乳
製
品
よ
り
相
当
高
乳
価
の
支
払

い

が
可
能
で
あ
る
。

5

第
二
次
加
工
晶
的
な
瞥
格
が
強
い
。

等
が
主
な
理
由
で
、
無
糖
濃
縮
乳

(主
と
し
て

北
海
道
等
よ
り
東
京
や
大
阪
に
夏
期
輸
送
さ
れ

て
い
る
も
の
)
に
っ
い
て
は

t

極
め
て
短
期
的
な
も
の
で
、,
し
か
も
そ
の

九
〇
%

以
上
が
市
乳
向
け
で
あ
る
。

2

飲
用
乳
向
け
地
域
を
混
乱
さ
せ
る
恐
れ
が

あ
る
Q

5

長
距
離
輸
送
に
つ
い
て
は
別
途
考
麟
す
べ

き
で
あ
る
。

等
の
理
由
に
よ
O
、
除
外
さ
れ
た
よ
う
で
あ
り

讃
す
。

永 井 仁 ,

生
乳

を

加

工

原
料

乳

と

い
う

か

ど

の
よ

う
な

乳

製

品

匿
向

け

ら
れ

た

一い一

新
乳
価
制
度
の
全
貌
に
つ
き
ま
し
て
は
、
す

で
に
本
誌
七
月

絹
よ
ぴ
八
月
の
両
骨
で
、
畜
産

会
事
務
局
畏
の
花
尾
さ
ん
が
詳
細
に
解
説
さ
れ

て
お
ら
れ
ま
す
の
で
、
ζ
承
知
の
こ
と
、
存
じ

ま
す
が
、
さ
る
十
月
二
十
日
に
具
体
的

な
こ
と

が
ら
を
決
め
た
施
行
令
、(政
令
)
わ
よ
び
施
行

規
則

(
借
令
)
が
公
布
さ
れ
、
い
よ
い
よ
明
春

四
月

一
日
を
期
し
て
発
足
の
段
階
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
少
し
は
電
複
す
る
点
も
あ
る
か
と
思

い
ま
す
が
、
明
ら
か
に
な
つ
た
点
、
重
要
な
点

に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
法
律
の
最
も
重
要
な
点
す
な
わ
ち
目
的

は
、

「
生
乳
価
格
形
成
の
合
瑚
化
と
牛
乳
獅
よ

ぴ
乳
製
晶
の
価
格
の
安
定
」
で
あ
り
ま
す
。
生

乳
価
格
形
成
の
合
理
化
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か

と
い
い
ま
す
と
、
虫
乳
生
産
者
団
体
の
行
う
翼

の
生
乳
共
販
の
推
進
と
、
生
乳
の
用
途
別
乳
価

取
引
の
確
立
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
両
者
は
車
の

両
輪
の
よ
う
な
も
の
で
、
い
ず
れ
が
欠
け
て
も

完
愈
な
圓
転
が
行
わ
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
両
輪
を

結
ぷ
の
が
こ
の
制
度
で
あ
り
ま
す
。

で
に
終
る
の
が
よ
い
。
断
麟
いの
程
慶
は
蘂
囁

.箋

、
下
噸
凋を
籏
儀

程
度
切
断
す
る
を
原
則
,

と
し
、
断
酩
埆
器
を
使

つ
て
適
切
に
お
乙
な
う
必

要
が
あ
る
。
切
断
の
程
度
が
不
足
す
る
と
ケ
ー

ー

ジ
収
容
後
二
～
三
カ
月
で
も
と
通
り
に
囁

が
伸

長
し
、
初
期
の
館
的
を
達
し
に
く
い
。

㎝

ケ

ー

ジ

へ
の
収

容

時

期

あ
ま
り
産
卵
が
進
ん
で
か
ら
ケ
ー
ジ
へ
収
容

・す
る
と

一
時
休
産
す
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
、
日

令

一
一
〇
～
■
三
〇
日
で
初
産
前
が
よ
い
。

箇

収

一容

鶏゚

の

発

育

ケ
ー
ジ
に
収
容
す
る
鶏
は
、
髭
育
の
中
程
度

以
上
の
も
の
を
選
び
、
発
育
不
良
鶏
は
さ
け
る

こ
と
。
ま
た
、
同

}
ケ
ー
ジ
に
は
発
育

(
と
く

に
体
重
)
の
揃

つ
た
も
の
に
す
る
こ
と
。
同

一

ケ
ー
ジ
内
に
大
小
の
鶏
を
混
鮒
す
る
と
小
さ
い

方
の
鶏
の
成
績
が
よ
く
な
い
。

ゆ

鶏
舎

全

体

の
収

容

密

度

鶏
舎
の
全
体
の
収
容
密
度
が
高
く
な
る
の
で

通
風
換
気
に
は
と
く
に
注
意
し
、
立
地
的
に
通

風
の
悪
い
所
で
は
と
く
に
過
度
の
密
飼
い
に
な

ら
な
い
こ
と
ゐ
ま
た
.
ケ
ー
ジ
の
配
,列
は
一
段

か
ひ
な
段

ご
段
と
す
る
こ
と
。

㈲

へ
い

死

、

淘

駄

鶏

に

対

す゚

る

補

充

へ
い
死
、
淘
駄
に
よ
り
羽
数
が
漸
減
し
て
も

当
場
で
お
こ
な
つ
た
試
験
調
査
や
、
ま
た
一

部
県
内
養
鶏
家
で
実
用
化
さ
れ
た
結
果
か
ら
み

て
、
従
来
の
単
飼
か
ら
二
[
羽
飼
い
に
す
る
こ
と

は
有
望
で
は
あ
る
が
、
そ
の
方
法

(例

へ
ば
断

嚇
、
収
容
密
度
過
剰
に
よ
る
換
気
の
問
題
)
を

ク

誤
ま
れ

ば

二
兎
迫
う
者

一
兎
得
ず

の
績

果

ル

に
も

な
り
か
ね

な
い
。
し
た
が

つ
て
、
'収
容
密

度
が

二
倍
に

な
れ
ば
、
収

益
が
倍

加
さ
れ
る

と

い
う
よ
う
な
安
易

な
考

え
方

は
禁
物

で
あ
る
。

次
に
、
ケ
ー
ジ

一
区
当
た
り
の
収
容

羽
数

は

前
述

の
よ
う
に
二
羽
が
よ
い
が
、

こ
の
場
合
ケ

ー
ジ

の
規
格

は

い
ず
れ
が
よ
い
か
が
今
後

に
残

さ
れ
た
大

き
な
課
題
と
い
え
よ
う
。
当
場

と
し

て
は
、

一
応
二
四
'
二
七
酬
が
よ
い
の
で
は
な

い
か
と
考
え
、
本
年
度
か
ら
二
四
、
二
五

・
五

、

二
七
醐
の
三
顧
顛
の
規
格
の
も
の
に
つ
い
て
試

験
調
査
し
て
い
る
。

さ
し
当

っ
て
、
す
ぐ

一
般
養
鶏
家
で
実
用
化

さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
成
鶏
の
淘
汰
と
補
充
鶏
の

ア
ン
バ
ラ
ン
ス
か
ら
成
鶏
施
設
の
不
足
し
た
場

合
に
、

一
二
〇
～

一
二
〇
日
令
の
若
め
す
を
慣

用

の
単
飼
ヶ
ー
ジ
に
二
羽
収
容
し
て
い
く
の
も

よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。

(第
二
年
次
試
験
の
考
察
な
ど
群
細
な
資
劉

が

本
稿
に
間
に
合
わ
ず
、
試
験
成
績
の
説
明
が
不

十
分
で
あ
る
こ
と
を
罰
詫
び
し
ま
す
。
)

四

、

今

後

の

問

題

補
充
は
驚
こ
な
わ
な
い
。
た
だ
じ
、
産
卵

一
力

年
後
に
岡

一
ふ
化
鶏
群
内
で
移
励
じ
、
あ
、き
ゲ

ー
ジ
を
ま
と
め
、
補
充
鶏
を
入
れ
る
。

㈲

衛

生

収
容
密
度
が
高
く
な
る
の
で
、
病
気
の
蔓
延

も
通
常
の
場
合
よ
り
一
層
は
や
い
か
ら
、
呼
吸

器
病
な
ど
伝
染
性
疾
病
の
予
防
に
は
と
く
に
注

意
す
る
こ
と
。
ま
た
、
鶏
舎
内
へ
臨
射
日
光
が

射
入
し
た
り
、
極
度
の
過
剰
光
線
が
は
い
つ
て

鶏
舎
内
が
明
る
過
き
る
場
合
は
、
カ
ニ
バ
リ
ズ

ム
の
多
発
の
原
困
と
な
る
。

m

ケ

ー

ジ

の

改

造

従
来
単
飼
と
し
て
旋

つ
で
い
る
ケ
ー
ジ
に

二

羽
収
容
す
る
場
合
は
、
飼
料
擬
取
の
た
め
の
首

出
し
口
を
二
羽
用
に
取
替
え
る
必
要
が
あ
る
。
㌧

㈹

給

餌

器

の

大

き

さ

単
飼
ケ
ー
ジ
と
比
較
す
る
と
、

一
回
の
給
餌

澱
が
倍
加
す
る
か
ら
、
給
飼
鍛
は
や
＼
大
き
め

の
も
の
を
使
用
す
る
か
、
給
餌
圓
数
を
多
く
し

な
い
と
飼
料
の
散
逸
で
無
駄
が
お
き
や
す
い
。

第11期(昭 和41隼 度)養 鶏 技 術 講 習 生

募1・ 集

願 書 受 付 け 期 間 昭 和41年2月1日 ～2月28日

詳 し くは→ 養 鶏 試験 場 ・県 畜産 課養 鶏 係 ・県経 済連 養 鶏 課'

〆
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ら
で
あ
り
ま
す
。

Z

加
入
に
関
し
て
は
補
助
金
的
な
性
絡
の
強

い
こ
の
制
度
の
恩
典
を
、
全
て
の
生
乳
生
産

者
に
及
ぼ
す
と
い
う
点
か
ら
、
全
生
乳
生
産

者
が
直
接
ま
た
は
間
接
に
参
加
て
き
る
よ
う

、

門
戸
か
開
か
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

全
国
の
酪
農
関
係
団
体
の
現
状
か
ら
み
て
、

す
ぐ
さ
ま
指
定
庄
乳
生
産
者
団
体
に
指
定
さ

れ
る
よ
う
な
団
体
が
少
い
の
で
、
と
く
に
農

協
法
に
特
例
を
設
け
て
百
分
の
百
ま
で
員
外

利
用
で
も
良

い
こ
と
に
し
て
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
は
極
め
て
特
例
的
な
こ
と
て
、
本
県
の

よ
う
な
場
合
は
全
員
参
加
し
て
強
力
な
団
体

と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

5
,

受
託
規
程
に
関
し
て
は
、
最
も
重
要
な
点

サ

の

　

　

コ

リ

ロ

サ

て

訪
り
ま
す
。
と
く
に
生
乳
価
格
形
成

の
合

　

り

理
化
は
、
こ
の
受
託
規
程
の
内
容
に
よ

つ
て

決
ま
る
と
い

つ
て
も
過
言
で
な
い
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
そ
の
基
準
は
次
の
よ
う
に
示
さ
れ

て
わ
り
ま
す
。

④

指
定
生
乳
生
産
者
団
体
へ
生
乳
販
売
の

委
託
を
し
た
者
に
対
し
て
支
払
う
対
価
の
算

定
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
酪
農
民
の
相
互
間

の
公
平
を
確
保
す
る
た
め
、
委
託
さ
れ
た
数

量
お
よ
び
規
格
を
基
準
と
す
る
以
外
は
許
さ

れ
な
い
こ
と
に
な
つ
で
お
り
ま
す
。
と
く
に

乳
業
者
別
の
差
や
地
域
別
の
差
は
絶
対
に
い

け
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
し
た
が

つ
て
指
定
生
乳
生
産
者
団
体
が
行
う
乳
代
の

分
配
に
つ
い
て
は
、
用
途
別
ヤ
出
荷
先
乳
業

工
場
別
等
に
か
、
わ
ら
ず
、
生
乳
の
数
量
お

の

の

　

ロ

　

よ
び
規
格
の
み
を
基
準
と
し
て
乳
価
プ
ー
ル

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
の

「
規
格
」
と
は
単
に
脂
肪
率
だ
け
で
は
な
く

細
菌
数
等
の
品
質
絡
詑
も
含
ん
で
お
り
、

「
支
払
う
対
価
」
と
は
工
場
渡
し
で
観
念
さ

れ
る
価
格
を
指
し
ま
す
。

し
た
が
つ
て
、
工
場
渡
し
価
絡
で
数
量

師

よ
ぴ
規
格
の
み
を
麸
準
と
し
て
プ
ー
ル
計
算

を
す
る
ご
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
が
、
現
実

に
乳
代
を
支
払
う
際
に
は
、
指
定
生
乳
生
産

の

　

　

な

ロ

コ

　

ゆ

つ

　

の

　

者
団
体
の
自
主
的
な
判
断
に
藁
付

い
て
、

一

定
の
基
鵡
を
設
け
て
集
送
乳
経
費
や
手
数
.料

欝
の
必
要
経
費
差
引
い
て
も
良
く
、
談
た
、

乳
蝶
者
か
ら
受
け
と
つ
た

一
般
的
に
乳
代
と

考
え
ら
れ
る
も
の
以
外
の
も
の
を
、
プ
ー
ル

計
算
の
別
枠
と
す
る
こ
と
も
さ
し
つ
か
え
な

い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

@

礎
託
さ
れ
た
生
乳
の
販
売
価
格
の
約
定

の
方
法
に
つ
い
て
は
、
販
売
価
格
を
用
途
別

す
な
わ
ち
加
工
原
料
乳
菊
よ
び
そ
の
他
の
生

乳
に
区
分
を
し
て
約
定
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
さ
ら
に
こ
の
場
合
の
加
工
原
料
乳
の

数
量
は
、
都
道
府
県
知
事
が
政
令
に
よ
つ
て

詞
定
し
た
加
工
原
料
乳
の
数
量
を
塾
準
と
す

る
こ
と
に
な
つ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
用
途
別
の
区
分
は
、
こ
の
制
度
の
眼

目
の
一
つ
と
し
て
野
要
な
点
で
、
最
小
限
二

つ
の
区
分
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
っ

は
も
ち
ろ
ん
加
工
原
料
乳
で
あ
り
、

一
つ
は

に
係
る
生
乳
の
販
売
に
つ
い
て
の
希
望
等
を
記

載
す
る
も
の
と
し
、
毎
月
の
月
閻
生
乳
姿
託
計

画
に
お
い
て
は
、
当
該
月
に
お
け
る
蚕
託
予
定

生
乳
数
量

お
よ
び
そ
の
基
準
日
量
を
記
載
す
る

も
の
と
す
る
。

(
談
託
者
に
対
し
支
払
う
生
乳
の
代
金
の
算
定

の
方
法
〉

第
六
条

こ
の
会
は
、
毎
月
、
そ
の
月
に
こ
の

会
が
生
乳
受
託
販
売
に
係
る
姿
託
を
受
け
て
販

売
し
た
生
乳
の
数
頚
お
よ
び
晶
蟹
規
絡
に
応
じ

て
あ
ん
分
す
る
方
法
に
よ
り
、
姿
託
者
ご
と
に
、

そ
の
月
に
委
託
者
に
対
し
て
支
払
う
生
乳
の
対

価
な
算
定
す
る
も
の
と
す
る
。

之

こ
の
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
鎌
定

さ

れ
た
炎
託
者
ご
と
に
支
仏
う
生
乳
の
対
価
か
ら

集
送
乳
経
費
、
検
査
縄
費
そ
の
他
生
乳
受
託
販

売
に
伴

い
必
要
と
な
る
経
費
お
よ
び
手
数
料
を
、

こ
の
会
の
定
め
る
暴
準
に
基
づ
き
控
除
す
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
、

(受
託
生
乳
の
代
金
の
支
払
方
法
)

第
七
条

こ
の
会
は
、
前
条
の
規
定
に
ょ
り
算

定
し
た
毎
月
の
生
乳
の
代
金
を
翌
月
の
○
○
日

ま
で
に
○
○
県

(都
道
府
)
信
用
製
業
協
同
組

合
連
合
会
に
設
け
ら
れ
た
委
託
者
の
口
座
に
払

い
込
む
方
法
に
よ
り
、
支
払
う
も
の
と
す
る
。

た
だ
し
、
委
託
者
が
別
の
方
法
に
よ
る
こ
と
を

希
望
し
た
と
き
は
、
そ
の
方
法
に
ょ
り
支
払
う

こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

第

二

章

生

乳
受

託

販

売

に
係

る

販

売

の
業

務

(
生
乳
受
託
販
売
計
画
V

笥
八
条

こ
の
会
は
、
毎
年
度
、
当
該
年
度
朋

始
前
に
当
該
年
度
に
係
る
生
乳
受
託
販
売
計
画

を
、
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
委
託
者
か
ら
提
出

せ
し
め
た
録
年
度
の
年
間
生
乳
委
託
計
画
と
こ

の
会
と
取
引
を
す
る
者

(
以
下

「
取
引
先
」
と

い
う
。
V
か
ら
徴
し
た
取
引
希
望
生
乳
数
量
等

を
基
礎
と
し
て
、
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。

2

生
乳
受
託
販
売
計
画
に
お
い
て
は
、
当
該

年
度
内
に
弱
け
る
四
半
期
別
の
取
引
先
ご
と
の

取
引
予
定
生
乳
数
量
蒲
よ
ぴ
姿
託
者
ご
と
の
そ

の
安
託
に
係
る
生
乳
の
搬
入
先
等
を
定
め
る
も

の
と
す
る
。

5

生
乳
受
託
販
売
計
画
は
、
生
乳
生
産
量
の

地
域
的
分
布
、
乳
業
施
設
の
配
置
の
状
況
お
よ

び
生
乳
の
輸
送
条
件
等
を
勘
案
し
て
生
乳
取
引

の
公
正
お
よ
び
安
定
を
確
保
し
並
び
に
集
送
乳

の
合
理
化
に
資
す
る
よ
う
定
め
る
も
の
と
す
る
。

(
生
乳
取
引
契
約
の
締
結
)

第
九
条

こ
の
会
は
、
生
乳
受
託
販
売
に
係
る

生
乳
の
販
売
に
っ
い
て
は
、
生
乳
受
託
販
売
計

画
に
従
い
、
取
引
先
と
原
則
と
し
て
別
認
二
の

生
乳
取
引
契
約
例
に
よ
り
、
生
乳
受
託
販
売
に

係
る
販
売
に
関
す
る
契
約

(
以
下

「
生
乳
取
引

契
約
」
と
り
っ
。
)
を
締
結
し
て
す
る
も
の
と

す
る
。

(販
売
価
格
の
約
定
の
方
法
)

第

一
〇
条

こ
の
会
は
、
生
乳
受
託
販
売
に
係

る
生
乳
の
販
売
価
格
に
つ
い
て
は
、
法
第
二
条

第

}
万
の
加
工
原
料
乳

(
以
下

「
加
工
原
料
乳
」

と
い
う
。
)
と
加
工
原
料
乳
以
外
の
生
乳

(
以

下

「飲
用
等
向
生
乳
」
と
い
う
。
)
と
に
区
分

し
て
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
き
別
の
価
格
を
約

定
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
必

要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
飲
用
等
向
生
乳

を
さ
ら
に
用
途
に
応
じ
て
区
分
し
、
そ
の
区
分

ご
と
に
価
格
を
約
定
す
る
も
の
と
す
る
。

2

前
項
の
場
合
に
而
け
る
加
工
原
料
乳
の
数

一15一

t

取
扱

い
乳
量

に
つ

い
て
は
、
ご
承
知
の
よ

う
に
、
二
分

の

一
を
こ
え
る
割

合
と
さ
れ

て

お
り
ま
す
の
で
、
特

別
の
場

合
を
除

き
、

一

都
道
府
県

一
団
体
に
対

し

て
の
み
指
定
が
行

=
わ
れ
る

こ
と
に

な
り
ま
す
。

こ
れ
は
生
乳

の

生
産
、
流
通
お
よ
び
乳
価
形
成
の
現
状
か
ら

み
て
、
都
道
府
県
の
範
囲
で
乳
価
の
プ
ー
ル

を
行
う
こ
と
、
用
途
別
取
引
の
実
効
性
を
確

保
す
る
た
め
に
は
、

一
都
道
府
県

一
団
体
で

行
う
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
か

,
重

要

な

も

の

は

次

の

三

つ

が

あ

る

。

-指

定
生
乳

生
産

者

団
体

の
指

定

の
要

件

の

各
都
道
府
県
知
事
が
行
い
ま
す
が
、
要
約
し

ま
す
と
、

4
。

管
内
の
乳
業
エ
場
で
処
理
さ
れ
た
も
の
に

つ
い
て
、
処
理
実
績
に
基
付
い
て
あ
ん
分
比

例
に
よ

つ
て
加
工
原
料
乳
の
数
量
を
算
出
し

ま
す
。

a

そ
の
際
、
他
県
産
の
生
乳
に
つ
い
て
も
同

様
比
率
に
よ
り
算
出
し
て
、
他
県
の
知
事

へ

通
知
し
ま
す
。
同
様
他
県
へ
移
出
し
た
生
乳

に
つ
い
て
は
、
他
県
の
知
事
の
通
知
に
よ

つ

て
移
出
生
乳
の
加
工
原
料
乳
の
数
量
が
分
り

ま
す
。

亀

都
道
府
県
知
事
は
自
県
内
で
加
工
原
料
乳

に
な
つ
た
数
量
に
、
他
県
か
ら
通
知
を
受
け

た
加
工
原
料
乳
の
数
量
を
加
え
た
合
計
数
量

を
自
県
生
乳
の
加
工
原
料
乳
と
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
に
通
知
し
て
不
足
払
い
の
対
象
と
し
ま

す
。

た
だ
し
交
付
金
を
受
け
ら
れ
る
の
は
い
う
ま

で
も
な
く
、
指
定
生
乳
生
産
者
団
体
に
生
乳
販

売
を
委
託
し
た
も
の
に
限
り
ま
す
。
な
お
こ
の

認
定
は
、
非
常
に
復
雑
で
あ
り
ま
す
が
、
酪
農

民
の
皆
さ
ん
に
は
颪
接
の
関
係
が
少

い
の
で
省

酪
し
ま
す
。

ま
た
、
数
量
の
認
定
は
乳
代
の
支
払

い
の
闘

係
か
ら
毎
月
行
わ
れ
ま
す
が
、
法
律
上
の
交
付

金
の
金
額
の
鐘
定
の
期
間
は
、
毎
四
半
期
毎
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
法
律
で
い
う
加
工
原
料
乳
と
ど

の
よ
う
に
し
て
認
定
さ
れ
る
か
と
い
う
こ
と
を

概
略
説
明
い
た
し
ま
し
た
が
、
目
的
の
第

一
で

あ
る
生
乳
の
価
格
形
成
の
合
理
化
に
つ
い
て
は
、

指
定
生
乳
生
産
者
団
体
の
指
定
と
、
そ
の
指
定

つ

サ

　

の

　

の

　

生
乳
生
産
者
団
体
が
作
る
生
乳
の
受
託
規
程
の

内
容
の
い
か
ん
に
か
＼
つ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

こ
の
会
が
行
う
生
乳
受
託
販
売

(加
工
原
料

乳
生
産
者
補
給
金
等
暫
定
措
胤
法

(
以
下

「
法
」

と
い
う
。
)
第
五
条
の
生
乳
受
託
販
売
を
い
〉
。

以
下
同
じ
。
)
の
業
膀
応
よ
び
法
第
十
ご
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
生
産
者
補
給
金
の
交
付
の

事
務
は
、
こ
の
会
の
定
款
に
定
め
る
も
の
の
ほ

か
、
こ
の
規
程
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う

も
の
と
す
る
。

第

一
章

生

乳

受

託

販

売

に
係

る

受

託

の
業

務

(
簑
託
を
受
け
る
生
乳
の
範
囲
)

第

一
条

こ
の
会
は
、
○
○
県

(
都
道
府
)
の

区
域
内
に
お
い
て
生
産

さ
れ
た
虫
乳
に
つ
い
て

生
乳
受
託
販
売
に
係
る
委
託
を
引
き
受
け
る
も

の
と
す
る
。
た
だ
し
、
他
の
指
定
生
乳
生
産
者

団
体
か
ら
委
託
を
受
け
る
場
合
ま
た
は
特
別
の

事
情
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
.
他
の

都
道
府
県
の
区
域
内
に
お
い
て
生
産
さ
れ
た
生

乳
に
つ
い
て
も
、
委
託
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
と
す
る
。

(
盗
託
の
原
則
)

第
二
条

こ
の
会
は
.
こ
の
会
に
生
乳
受
託
販

売
に
係
る
簑
託
を
す
る
者

(
以
下

「
黍
託
者
」

と
い
う
。
)
が
そ
の
出
荷
し
ま
た
は
そ
の
取
り

扱
う
生
乳
を
特
別
の
条
件
を
付
さ
ず
に
こ
の
会

に
委
託
す
る
場
合
で
な
け
れ
ば
、
生
乳
受
託
販

売
に
係
る
委
託
を
引
き
受
け
な
い
も
の
と
す
る
。

た
だ
し
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
で
あ
つ
て
、

生
乳
取
引
の
安
定
お
よ
び
公
正
と
集
送
乳
の
合

理
化
を
阻
害
し
な
い
も
の
と
認
め
ら
れ
る
と
き

は
こ
の
限
り
で
な
い
。

(生
乳
受
託
契
約
の
締
結
)

第
三
条

ζ
の
会
は
、
生
乳
受
託
版
売
に
係
る

委
託
の
引
き
受
け
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て

別
記

　
の
生
乳
受
託
契
約
例
に
よ
り
、
賓
託
者

と
生
乳
受
託
販
売
に
係
る
姿
託
に
関
す
る
契
約

(以
下

「
生
乳
受
託
契
約
」
と
い
う
。
)
を
締

結
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。

(生
乳
受
託
契
約
の
期
間
)

第
四
条

生
乳
受
託
契
約
の
期
間
は
、
原
則
と

し
て
、
毎
年
四
月

二
日
か
ら
翌
年
三
月
三

一
日

ま
で
の
一
年
聞

(以
下

「
年
度
」
と
い
う
。
)

と
す
る
。
た
だ
し
、
特
別

の
事
清
に
ょ
り
、
や

む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、

一
年
度

内
に
応
い
て
一
俸
よ
り
短
い
期
悶
を
定
め
る
こ

と
が
で
き
る
。

(
生
乳
委
託
計
画
め
提
出
)

第
五
条

こ
の
会
は
、
毎
年
度
、
当
該
年
度
開

始
○
月
前
ま
で
に
、
当
該
年
度
に
係
る
年
間
生

乳
委
託
計
画
を
、
毎
月
、
そ
の
前
月
O
日
ま
で

に
当
該
月
に
係
る
月
間
虫
乳
委
託
計
画
を
、
そ

れ
ぞ
れ
委
託
者
か
ら
徴
す
る
も
の
と
す
る
。

a

毎
年
度
の
年
間
生
乳
委
託
計
画
に
お
い
て

は
、
当
該
年
度
内
に
お
け
る
四
半
期
別
の
肇
託

見
込
生
乳
数
量
、
そ
の
基
漁
日
量
お
よ
び
姿
託

一 肇2一

O
O
県

(都
道
府
)
指
定
生
乳
生
産

者
団
体

O
O
農
業
協
同

組
含
連
舎
会
生
乳
受
託
規
程

数

量

が

認

定

さ

れ

る

、
。

ど

の
よ

う

に

し

て

加

工

原

料

乳

の

模

範

受

託

規

程

例



2

指
定
生
乳
生
産
者
団
体
の
委
託
の
受
け
方

は
、
全
量
無
条
件
を
原
則
と
し
て
お
り
、
年

度
間
の
生
乳
受
託
契
約
を
締
結
し
て
委
託
を

引
受
け
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

3
。

指
定
生
乳
生
産
者
団
体
の
生
乳
の
販
牽

`

の
仕
方
は
、
原
則
と
し
て
年
度
間
の
生
乳
取

引
契
約
書
を
締
結
し
て
貯
売
す
る
乙
と
に
し
.

て
い
蒙
す
。
ま
た
販
売
価
絡

の
約
定
に
つ

い
て
ば
加
工
原
料
乳
と
そ
の
他
の
生
乳
ゲ
区

分
を
し
て
行
う
こ
と
と
し
、
さ
ら
に
必
要
が

あ
る
場
合
は
、
そ
の
他
ゲ
生
乳
を
用
途
別
に

よ
り
　区
分
し
て
行
う
こ
と
と
し
て
栢
り
ま
す
。

4

指
定
生
乳
生
産
者
団
体
は
、
、毎
月
委
託
を

受
け
て
販
売
し
た
生
乳
グ
工
場
渡
し
の
代
金

の
総
額
を
、
委
託
さ
れ
た
生
乳
の
数
量
お
よ
"°、

ぴ
規
格
に
応
じ
て
あ
ん
分
す
る
方
法
に
よ
つ

て
委
託
者
に
対
し
て
支
払
う
生
乳
の
対
価
を

算
定
い
た
し
ま
す
が
、
乙
れ
か
ら
集
送
乳
経

費
萄
よ
び
手
数
料
等
必
要
経
費
を
、

一
定
の

規
準
を
定
め
て
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

5

1
の
生
乳
受
託
販
売
計
画
の
作
成
そ
の
他

生
乳
受
託
販
売
の
業
務
に
関
す
る
調
査
審
議

す
る
機
関
と
し
て
、
指
定
生
乳
生
産
者
団
体

の
内
部
に

「
生
乳
受
託
販
売
委
員
会
」
を
設

け
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
生
乳
受
託
販
売
の
あ
り
方
が
生
乳

生
産
者
の
利
害
に
関
す
る
こ
と
が
少
く
な
い

}こ
と
と
と
も
に
、
こ
の
制
度
の
ね
ら
下い
と
し

て
い
る
生
乳
取
引
の
公
正
と
安
定
お
よ
び
集

送
乳
の
合
理
化
の
方
向
に
大
き
な
髭
響
を
及

ぼ
す
と
い
う
観
点
か
ら
、
生
乳
生
産
者
の
意

思
を
十
分
に
反
映
し
な
が
ら
、
指
定
生
乳
生

産
者
団
体
の
生
乳
受
託
販
売
業
務
が
封
正
か

つ
円
滑
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も

の
で
勘
り
ま
す
。
し
た
が
つ
て
生
乳
受
託
販

売
倭
員
会
の
構
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、
指
定

生
乳
生
産
者
団
体
の
執
行
部
の
代
表
に
生
乳

生
産
老
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
加
え
て
構
成
す

る
こ
と
に
し
て
あ
り
ま
す
。

*

*

*

*

*

以
ピ
政
令
菊
よ
ぴ
省
令
の
必
要
部
分
に
つ
き

ま
し
て
概
略
を
述
べ
ま
し
た
か
、
'
実
際
の
取
引

に
あ
た

つ
て
は
、
生
産
者
に
対
す
る
乳
価
の
支

払
い
は
二
本
立
て
に
な
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
一

つ
は
乳
業
者
か
ら
支
払
わ
れ
る
用
途
別
価
格
を

指
定
生
乳
生
産
者
団
体
で
プ
ー
ル
し
て
支
払
わ

れ
る
も
の
、
も
う

一
つ
は
加
工
原
料
乳
に
対
し
、

四
半
期
毎
に
精
算
さ
れ
た
も
の
が
畜
産
振
興
嬰

業
団
か
ら
支
払
わ
れ
る
も
の
と
に
な
り
ま
す
.

し
た
が
つ
て
加
工
伺
け
の
多
い
月
は
不
足
払
い

金
も
多
く
貴
え
ま
す
が
、
全
体
の
乳
価

は
下
り

ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
飲
用
伺
け
の
消
費
の

増
大
を
図
る
こ
と
が
重
要
に
な
つ
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
生
乳
取
引
の
公
正
と
安
定
お
よ
び

集
送
乳
の
合
理
化
と
い
う
こ
と
が
強
く
要
求
さ

れ
ま
す
の
で
、
出
荷
先
の
乳
業
者
の
変
更
と
い

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
り

今
ま
で
乳
業
者
に
ま
か
せ
き
り
で
あ

つ
た
種

々
の
こ
と
が
、
今
度
は
指
定
生
産
名
団
体
が
自

主
的
に
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
従
来
か
ら
の

乳
業
者
と
の
結
び
つ
き
や
慣
行
が
あ
つ
て
な
か

な
か
む
つ
か
し
い
問
題
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
.

将
来
の
酪
燈
、
乳
業
の
長
期
的
な
発
展
の
た
酌

関
係
名
の
勇
気
と
英
断
を
期
待
し
て
終
り
た
い

と
思

い
ま
す
。

そ
の
他
の
生
乳
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
そ
の
他

の
生
乳
に
つ
い
て
は
指
定
生
乳
生
産
者
団
体

と
、
乳
業
者
の
間
に
お
い
て
さ
ら
に
細
分
す

る
こ
と
が
合
理
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
場

合
は
、
そ
の
よ
う
に
し
て
も
差
支
え
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
用
途
別
数
量
の
う
ち
、
加
工
原

料
乳
は
都
道
府
県
知
事
が
実
績
に
よ
つ
て
客

観
的
に
箕
出
し
た
数
量
に
よ
る
こ
と
と
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
契
約
で
は
販
売
乳

量
の
総
額
を
約
定
す
る
こ
と
は
差
し
支
え
あ

り
ま
せ
ん
が
、
加
工
向
け
の
数
量
が
幾
ら
と

か
、
飲
用
向
け
に
全
部
の
数
量
を
す
る
と
か

と
い
う
用
途
別
の
乳
墨
を
前
以
つ
て
約
定

し

て
置
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

(り

指
定
生
乳
生
産
者
団
体
が
、
査
産
者
や

そ
の
団
体
か
ら
生
乳
の
委
託
を
受
け
る
場
合

の
委
託
の
受
け
方
や
、
乳
業
者
へ
生
乳
を
販

売
す
る
場
合
の
販
売
の
仕
方
に
つ
い
て
、
全

体
的
に
こ
の
制
度
の
ね
ら
い
と
す
る
点
に
つ

い
て
は
背
反
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
認

め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
従
来
の
よ

う
に
個
人
的
に
ま
た
は
団
体
で
特
定
の
乳
業

者
を
指
定
し
で
特
定
の
取
引
を
す
る
よ
う
な

こ
と
は
認
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
す
な
わ

ち
、
生
乳
取
引
の
公
正
と
安
定
を
確
保
し
、

さ
ら
に
集
送
乳
の
合
理
化
を
阻
害
し
な
い
も

の
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

さ
て
、
受
託
規
程
に
関
し
て
の
指
定
の
要

件
は
以
上
の
と
わ
り
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
受

託
規
稗
は
本
制
摩
に
よ
る
と
ご
ろ
の
指
定
生
乳

生
産
者
団
体
が
行
う
生
乳
の
受
託
販
売
業
務
の

運
営
の
申
心
と
な
る
重
韓
な
も
の
で
あ
"
、ま
す

し
、
ま
た
、
そ
の
内
容
と
し
て
こ
の
制
度
の
貢

り

リ

リ

む

を

　

要

な
ね
ら

い
に

な
つ

て
い
る
乳
価
プ
ー

ル
、
用

り

　

ひ

や

途
別
取
引
等
の
事
頂
を
含
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、

国
に
お
い
て
模
範
受
託
秤
例
が
示
さ
れ
て
面
り

ま
す
。
各
県
の
指
定
生
乳
生
産
者
陶
体
は
こ
れ

に
準
拠
し
て
受
託
規
秤
を
作
成
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

模
篇
受
託
習規
即
測
は
別
記
の
と
わ
り
て
あ
り

ま
す
が
、
と
く
に
注
意
し
て
載
き
た
い
点
は
、

生
乳
受
託
塑
約
お
よ
び
生
乳
取
引
契
約
は
こ
の

受
託
規
稗
の

一
部
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
で
乙

れ
を
設
訂
す
る
場
合
に
は
、
受
託
規
程
も
法
に

従
っ
て
改
訂
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
模
節
受
託
規
秤
例
は
、
以
上
述
べ
ま
し

た
法
に
従
つ
て
作
ら
れ
て
わ
り
ま
す
が
、
そ
の

主
要
な
考
え
方

霜
よ
ぴ
注
意
す
べ
き
事
項
は
次

の
と
獅
13
で
あ
り
ま
す
。

t

指
定
生
乳
生
産
者
同
体
は
、
笹
乳
の
受
託

販
売
を
す
る
者
が
ら
、
泌
ら
か
じ
め
生
乳
委

託
計
画
を
徴
し
ま
す
。
こ
の
計
画
に
は
年
度

間
の
賓
託
見
込
生
乳
数
量
、
そ
の
基
準
日
量

応
よ
ぴ
販
売
に
つ
い
て
の
希
望
等
を
記
載
し

ま
す
。
こ
れ
に
蓬
付
い
て
指
定
生
乳
生
産
者

団
体
は
、
毎
年
度
生
乳
取
引
の
公
正
お
よ
び

安
定
と
集
送
乳
の
合
琿
化
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
配
慮
し
な
が
ら
、
生
乳
受
託
販
売
計
画
を

作
成
す
る
乙
と
＼
し
て
い
ま
す
。

別
記

一
生

乳

受

託

契

約

例

O
O
県

(
都
通
府
)
指
定
生
乳
生
酢
者
団
体

○
○
駿
業
協
同
組
合
連
合
会

(以
下

「
甲
」
と

い
う
。
)
と
O
G
農
業
協
同
組
合

(
以
下

「
乙
」

と
い
う
。
)
と
の
間
に
面
い
て
、
生
乳
受
託
販

売

に
係
る
姿
託
に
関
し
、
次
の
と
霜
り
契
約
す

る
。

受
託
販
売
委
員
会
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項

は
、
生
乳
受
託
販
売
姿
員
会
に
お
い
て
定
め
る
。

第

五

章

雑

則

(
台
帳
の
整
理
)

第

一
八
条

ご
の
会
は
、
乳
集
工
場
別
出
荷
台

帳
、
姿
託
者
別
出
荷
台
帳
、
乳
代
受
払
台
帳
、

補
給
金
受
払
台
帳
、
そ
の
他
生
乳
受
託
販
売
の

灘
膀
に
必
要
な
台
帳
を
作
成
し
整
備
し
て
痴
く

も
の
と
す
る
。

(
細

則
)

第

一
九
条

こ
の
会
は
、
こ
の
規
程
に
定
め
る

も
の
の
ほ
か
、
生
乳
受
託
販
売
の
業
務
の
運
営

お
よ
び
生
産
者
補
給
金
の
交
村
の
事
務
の
執
行

に
闘
し
、
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
細
則
な
定
め

る
ご
と
が
で
き
る
。

(
受
託
規
程
の
変
更
)

第

二
〇
条

こ
の
規
程
の
変
更
は
、
庄
乳
受
託

販
売
委
員
会
の
意
見
を
聞
い
た
後
、
総
会
の
議

決
を
経
て
行
う
も
の
と
す
る
。

付

則

こ
の
規
程
は
、
昭
和
○
年
○
月
O
日
か
ら
施
行

す
る
。

(
全
量
委
託
)

第

一
条

乙
は
、
甲
の
生
乳
受
託
規
程
を
承
認

の
上
、
乙
の
取
扱
う
庄
乳
の
全
量
を
特
別
の
条

件
を
付
さ
ず
に
、
甲
に
生
乳
受
託
販
売
に
係
る

崇
託
を
す
る
も
の
と
し
、
甲
は
乙
れ
を
引
き
受

け
る
も
の
と
す
る
。

(委
託
予
定
生
乳
数
量
)

第
二
条

乙
は
、
毎
月
○
日
ま
で
に
、
翌
月
に

係
る
月
間
生
乳
委
託
計
画
を
甲
に
提
出
す
る
も

の
と
す
る
。

2

前
項
の
月
間
生
乳
凄
託
計
画
に
わ
い
て
は
、

生
乳
談
託
予
定
数
量
お
よ
び
そ
の
基
準
日
量
を

記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

(生
乳
代
金
)

第
三
条

甲
は
、
侮
月
、
甲
の
生
乳
受
託
規
程

第
六
条
の
規
穆
に
よ
ー9
乙
に
つ
い
て
計
算
し
た

生
乳
の
代
金
を
、
翌
月
の
○
日
ま
で
に
、
○
○

県

(
都
道
府
)
信
用
農
業
協
同
組
合
連
合
会
に

乙
が
設
け
る
口
座
に
払
い
込
む
方
法
に
よ
り
支

払
う
も
の
と
す
る
。

(受
渡
し
の
場
所
)

第
四
条

生
乳
の
受
渡
し
の
場
所
は
○
○
と
す

る
。(湿
格
お
よ
び
検
査
)

第
五
条

生
乳
の
格
付
け
は
、
加
工
原
料
乳
生

産
補
給
金
等
暫
定
措
置
法
施
行
規
則
第
二
条
に

規
定
す
る
規
稲

調
よ
び
脂
肪
率
等
品
質
の
務
差

に
よ
る
も
の
と
す
る
。

2

生
乳
の
検
齊
の
実
施
機
関
、
検
査
の
方
法

蒲
よ
ぴ
検
査
場
所
に
つ
い
て
は
印
乙
協
議
の
上

定
め
る
も
の
と
す
る
。

(
契
約
の
期
間
)

第
穴
条

こ
の
契
約
の
有
効
期
間
は
、
昭
和
○

年
四
月

一
日
か
ら
昭
和
O
邦
三
月
三

一
日
ま
で

と
す
る
。

_.15一

B
は
、
加
工
原
料
乳
生
産
者
補
給
金
等
暫
定
措

農
法
施
行
令

(
以
下

「
令
」
と
い
う
。
)
第
五

条
第
二
項
前
段
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事

が
算
出
す
る
岡
項
第

一
暑
に
掲
げ
る
数
量
に
基

づ
き
定
め
る
こ
と
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
飲
用
等
向
生
乳
を
さ
ら
に
用
途
に
応
じ
て

区
分
し
て
そ
の
区
分
ご
と
に
価
格
を
約
定
し
て

い
る
と
き
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
価
絡
の
適
用

さ
れ
る
数
鼠
に
つ
い
て
は
、
こ
の
会
と
取
引
先

と
の
協
議
に
よ
り
定
め
る
方
法
に
よ
り
算
定
す

る
も
の
と
す
る
、

(
生
乳
の
受
渡
し
の
場
所
)

第

一
一
条

生
乳
受
託
販
売
に
係
る
販
売
生
乳

の
受
渡
し
の
場
所
は
、
原
則
と
し
て
乳
業
工
場

と
す
る
。

(規
格

わ
よ
ぴ
検
査
)

第

一
二
条

生
乳
受
託
販
売
に
係
る
販
売
生
乳

の
格
付
け
に
つ
い
て
は
、
加
工
原
料
乳
生
産
者

捕
給
金
等
暫
定
措
慣
法
施
行
規
則

(
以
下

竹
規

則
」
と
い
う
。
)
第
二
条
に
規
定
す
る
規
絡
わ

よ
ぴ
脂
肪
率
等
晶
質
の
格
差
に
よ
る
も
の
と
す

る
。
乞

盗
乳
受
託
販
売
に
係
る
販
売
生
乳
の
検
査

に
つ
い
て
は
、
こ
の
会
と
取
引
先
と
が
協
議
し

て
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

(
生
乳
取
引
契
約
の
期
間
)

第

一
二
条

生
乳
取
引
契
約
の
期
闘
は
、
原
則

と
し
て
一
鐸
度
聞
と
す
る
。
た
だ
し
.
特
別
の

事
情
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と

き
は
{
奪
度
内
に
お
い
て

一
奪
よ
り
短
か
い
期

聞
を
定
め
る
こ
と
が
で

き
る
。

第

三

章

生

産

者

補

給

金

の

交

付

の
事

務

(
生
産
者
補
給
金
の
交
付
〉

第

一
四
条

こ
の
会
は
、
畜
藍
振
興
事
業
団
か

ら
生
産
者
補
給
交
付
金
の
交
付
を
受
け
た
と
き

は
、
法
、
令
お
よ
び
規
則
の
規
定
並
び
に
蕾
産

振
興
事
業
窟
が
定
め
る
生
産
者
補
給
交
付
金
交

付
要
網
お
よ
び
こ
れ
に
基
づ
い
て
生
産
者
補
給

交
村
金
の
交
付
の
決
定
の
際
に
附
さ
れ
る
条
件

に
従
い
、
当
該
生
産
者
補
給
交
付
金
の
金
額
に

相
当
す
る
金
額
を
、
生
産
者
補
給
金
と
し
て
、

委
託
者
に
対
し
.
そ
の
糞
託
に
係
る
生
乳
の
数

量
を
基
準
と
し
て
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

(
生
産
者
補
給
金
の
経
理
)

第

一
五
条

乙
の
会
は
、
生
産
者
補
給
金
の
経

埋
に
つ
い
て
は
新
た
に
勘
定
科
目
を
設
定
し
て

行
う
も
の
と
す
る
。

第

四
章

生

乳

受

託

販

売

委

員

会

(
生
乳
受
託
販
売
委
員
会
)

笛鮒
一
六
条

こ
の
A瓜
に
、
生
乳
受
託
販
蜜知
の
一菓

務
に
関
す
る
重
要
事
項
を
調
査
審
議
さ
せ
る
だ

め
生
乳
受
託
販
売
委
員
会
を
置
く
。

Z

生
乳
受
託
販
売
計
画
の
作
成
そ
の
他
生
乳

受
託
販
売
の
業
務
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い

て
は
、
生
乳
受
託
販
売
委
員
会
の
忌
見
を
き
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
生
乳
受
託
販
売
螢
員
会
の
組
織
)

第
一
七
条

生
乳
受
託
販
売
蚕
員
会
は
、
委
員

○
○
名
以
内
で
組
織
す
る
。

Z

委
員
は
、
こ
の
会
の
会
長
並
び
に
こ
の
会

に
僅
乳
受
託
販
亮
に
係
る
委
託
を
行
つ
て
い
る

生
乳
生
醗
者
の
団
体
の
代
表
者
わ
よ
ぴ
こ
の
会

の
理
事
の
そ
れ
ぞ
れ
の
う
ち
か
ら
会
長
の
任
命

す
る
者
と
す
る
。

&

生
乳
受
託
販
売
崇
員
会
の
会
長
は
、
こ
の

会
の
会
長
が
こ
れ
に
当
た
る
。

4

こ
の
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
生
乳

14



別 表1.取 引 数 量

期 間 ,取 引 基 準 日 量

○ 月O日 か ら .○ ○ ○ 梅

0月 ○ 日 ま で

G月 ○ 日 か らGOO趣

○ 月 ○ 日 ま で

○ 月 ○ 日か ら 、○ ○ ○ ・的
o月 ○ 日 ま で

○ 月 ○ 臼 か ら ○ ○ ○ 絢

○ 月 ○ 日 ま で

こ
の
契
約
を
証
す
る
た
め
本
書
こ
通
を
作
成

し
、
甲
乙
各

一
通
を
保
有
す
る
も
の
と
す
る
。

昭
和
○
年
○
月
○
日

甲

○
○
県

(
都
道
府
)
指
定
生
乳

生
産
者
団
体
○
○
農
業
協
同
組

合
連
合
会会
長
理
事

○
○
○
○

印

乙

○

○

○

○

印

た だ し、 恥 引 数 燈 は 、 取 引 基 準 日 量 に 対 し多 少 の 増 減 を 翻 め る も の と す る ・

労11看受2.耳 ～Z弓1相li格

価 格

加工原料乳生産者補 給金等暫定措 蹟法施行 加工原 斜乳生巌者補給金 等

用 途 規則第2条 に規定する規格壱こ適合するもの 暫 定擁 融 施行棚 」第2条
に規定 する規格に適合 しな

い もの

加工原斜乳1初 当たりOO円
1如 当た りQO円

飲 用等向生乳1短 当た り ○○円

〆_… ＼ ノ 〆 ＼
_ノ ＼ ノ へ ・_一 ＼ ノ/r＼ 一

ただ し、上配 の価格欄 の左欄 の∫齢 は 、旛肪麟52%の 生畢しについてのものと し・脚16率m

%増 減 ごとに円を加減する ものとする。

別表5還 元 脱 脂 乳 の 価 格 等

価 格 受 渡 し 蝸 所

"1鳶 ζ1につ き00円

/～ ノ ↑＼ノ ＼ ノ,ノ/へ ＼_ノ/へ'＼_ノ
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乞

乙
の
契
約
の
有
効
期
隠
満
了
の
日
の
嚢

月
前
ま
で
に
、
甲
ま
た
は
乙
か
ら
相
手
方
に
対

し
、
契
約
の
更
新
を
撞
絶
し
、
ま
た
は
条
件
を

変
更
す
る
の
で
な
け
れ
ば
契
約
を
更
新
し
な
い

旨
の
意
志
表
示
を
し

な
い
と
き
は
、
有
効
期
間

満
了
の
際
に
は
、
こ
の
契
約
と
同

一
条
件
で
新

し
い
契
約
を
結
ん
だ
も
の
と
み
な
す
も
の
と
す
。

(
契
約
の
変
更
)

易

第
七
条

こ
の
契
約
は
、
契
約
有
効
期
間
中
に

お
い
て
も
、
甲
ま
た
は
乙
か
ら
変
更
の
申
入
れ

が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
甲
乙
合
意
の
上
、
変
璽

す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

(損
害
賠
償
)

第
八
条

故
意
ま
た
は
過
失
に
よ
り
こ
の
契
約

に
違
反
し
て
相
手
方
に
損
害
を
与
え
た
者
は
、

損
害
賠
償
の
責
任
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

(
そ
の
他
)

第
九
条

こ
の
契
約
に
定
め
の
な
い
事
項
に
つ

い
て
は
、
甲
乙
協
議
の
上
、
そ
の
都
度
定
め
る

も
の
と
す
る
。

(
還
元
脱
脂
乳
)

第

一
〇
条

甲
は
、
乙
の
提
出
す
る
還
元
脂
脂

乳
使
用
計
画
に
基
づ
き
、
乳
業
者
よ
り
購
入
し

た
子
牛
飼
料
規
脱
脂
乳
を
乙
に
売
り
渡
す
も
の

と
す
る
。

Z

前
項
の
子
牛
飼
料
用
脱
脂
乳
の
価
格
は
甲

が
乳
業
者
よ
り
購
入
し
た
価
格
に
基
づ
い
て
定

め
る
価
楮
と
す
る
。

こ
の
契
約
を
証
す
る
た
め
本
書
二
通
を
作
載
・

し
、
甲
乙
各

一
通
を
保
有
す
る
も
の
と
す
る
。

昭
和
G
年
○
月
○
臼

甲

○
○
県

(都
道
府
)
指
定
生
乳

、

生
産
者
団
体
O
G
農
業
協
同
組

合
連
合
会

会
畏
理
事

○
○
○
○

印

乙

○
○
農
業
協
同
組
合

組
合
畏
理
事

○
○
○
○

印

別
記

二
生

乳

販

引

契

約

例

生
乳
の
供
給
者
○
○
県

(都
道
府
)
指
定
生

乳
生
巌
者
団
体
○
○
農
業
協
同
組
合
連
合
会

(
以
下

「甲
」
と
い
う
。
)
と
生
乳
の
需
要
者

○
0
0

(
以
下

「
乙
」
と
い
う
。
)
と
の
間
に

お
い
て
生
乳
の
取
引
に
開
し
、
次
の
と
お
り
契
だ

約
す
る
。

(
生
乳
の
売
買
)

第

一
条

甲
は
、
甲
の
生
乳
受
託
規
程
に
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
そ
の
行
う
生
乳
受
託
販
売
に

係
る
生
乳
を
乙
に
販
売
す
る
も
の
と
し
、
乙
は

こ
れ
を
購
入
す
る
も
の
と
す
る
。

(取
引
数
量
)

第
二
条

生
乳
の
取
引
数
量
は
、
別
表

一
で
定

め
る
と
お
り
と
す
る
。

2
.

甲
は
、
毎
月
○
○
日
ま
で
に
、
翌
月
の
供

給
予
定
生
乳
数
蝕
を
乙
に
通
知
す
る
も
の
と
す

る
。.
(価

格
)

艶
三
条

庄
乳
の
取
引
価
格
は
、
乙
の
○
○
乳

業
工
場
渡
し
の
用
途
別
の
価
絡
と
し
、
別
表
二

で
定
め
る
と
乙
う
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

(
生
乳
代
金
の
鉾
定
)

第
四
条

取
引
生
乳
の
代
金
は
、
毎
月
別
表
こ

の
用
途
の
欄
の
区
分
の
そ
れ
ぞ
れ
に
該
当
す
る

そ
の
月
の
取
引
生
乳
の
数
量
に
同
表
の
価
格
の

欄
に
掲
げ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
区
分
に
対
応
し
た
価

格
を
乗
じ
て
算
出
し
た
金
額
を
合
計
し
て
算
出

す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同

.表
の
用
途
の
欄
の
各
区
分
に
該
当
す
る
そ
の
月

の
取
引
生
乳
の
数
量
の
う
ち
、
加
工
原
料
乳
の

数
量
は
加
工
原
料
乳
生
藍
者
補
給
金
等
指
定
措

鷹
法
施
行
令
第
五
条
第
一一項
前
段
の
規
定
に
よ

り
都
道
府
県
知
事
が
甲
に
つ
い
て
算
出
す
る
。同

項
第
■
号
に
掲
げ
る
数
量
と
し
「
加
工
原
料
乳

以
外
の
生
乳
の
数
嶽
は
、
甲
乙
協
議
し
て
定
め

る
方
法
に
よ
り
算
出
す
る
も
の
と
す
る
。

(
虫
乳
代
金
の
支
払
い
)

第
五
条

前
条
の
規
定
に
よ
り
算
出
し
た
取
引

生
乳
の
代
金
は
、
乙
が
、
毎
月
そ
の
月
の
分
を

翌
月
の
○
日
ま
で
に
甲
乙
協
議
し
て
定
め
る
方

法
に
よ
り
、
支
払
う
も
の
と
し
、
乙
が
そ
の
日

ま
で
に
支
払
わ
な
い
と
き
は
、
乙
は
甲
に
対
し

そ
の
日
の
翌
日
か
ら
支
払
い
を
す
る
日
ま
で
の

期
聞
に
つ
き
、
日
歩
○
銭
の
割
合
を
も

つ
て
計

算
し
た
遅
延
利
息
を
支
払
う
も
の
と
す
る
。

(
受
澱
し
の
場
所
〉

第
六
条

生
乳
の
受
渡
し
の
心腸
,所
は
内
乙
の
○

し
0
孚
業
工
場
と
す
る

・

(
規
格
お
よ
び
検
査
〉

,
第
七
条

生
乳
の
格
付
け
は
、
加
工
原
料
乳
生

産
者
補
給
金
等
暫
定
措
置
法
施
行
規
則
第
二
条

に
規
定
す
る
規
格
而
よ
ぴ
脂
肪
率
簿
品
質
の
楮

差
に
ょ
る
も
の
と
す
る
。

2

生
乳
の
検
査
の
実
施
機
関
、
検
査
の
ガ
法

検
査
の
場
所
布
よ
ぴ
検
査
に
要
す
る
費
用
の
負

担
に
つ
い
て
は
、
甲
乙
協
議
の
上
、
定
め
る
も
.

の
と
す
る
。

(
契
約
の
期
間
)

第
八
条

こ
の
契
約
の
有
効
期
間
は
、
昭
和
○

年
四
月

一
日
か
ら
昭
和
○
郊
三
月
三

一
日
ま
で

と
す
る
。

2

こ
の
契
約
の
有
効
期
間
満
了
の
日
の
ニ
ケ

月
前
ま
で
に
甲
ま
た
は
乙
か
ら
相
手
方
に
対
し
、

契
約
の
更
新
を
撞
絶
し
、
ま
た
は
条
件
を
変
蟹

ず
る
の
で
な
け
れ
ば
契
約
な
更
新
し
な
い
旨
の

意
思
表
示
を
し
な
い
と
き
は
、
有
効
期
間
満
了

の
際
に
こ
の
契
約
と
同

一
条
件
で
.新
し
い
契
約

を
結
ん
だ
も
の
と
み
な
す
も
の
と
す
る
。

(
契
約
の
変
更
)

第
九
条

こ
の
契
約
は
、
有
効
期
間
中
に
調
い

て
も
甲
ま
た
は
乙
か
ら
変
更
の
申
入
れ
が
あ

つ

た
場
合
に
は
、
甲
乙
合
意
の
上
、
変
更
す
る
乙

と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

(紛
争
の
処
理
)

、

,

第
一
〇
条

こ
の
契
約
ま
た
は
こ
れ
に
付
随
す

る
取
決
め
の
全
部
ま
た
は
一
部
に
つ
き
疑
義
が

生
じ
た
と
き
は
、
甲
乙
協
議
の
上
、
解
決
す
る

も
の
と
す
る
。

Z

こ
の
契
約
ま
た
は
こ
れ
に
付
随
す
る
融
決

め
に
つ
い
て
甲
乙
両
者
の
間
に
紛
争
が
生
じ
た

と
き
は
、
甲
乙
両
者
と
も
誠
意
を
も
つ
て
そ
の

解
決
に
当
た
る
と
と
も
に
、
○
○
禦

(
都
道
府
)

知
事
に
酪
農
振
興
法
第
二
G
条
の
あ
つ
せ
ん
ま

た
は
調
停
を
申
請
し
す
み
や
か
に
そ
の
円
満
な

解
決
に
つ
と
め
る
も
の
と
す
る
。

(損
害
賠
償
)

第
一
二
条

,故
意
ま
た
は
過
失
に
よ
り
こ
の
契

約
に
違
反
し
て
相
手
方
に
損
害
を
与
え
た
者
は
、

損
害
賠
償
の
責
任
を
有
す
る
も
の
と
す
る
し

(そ
の
他
)

第
一

三条

こ
の
契
約
に
定
め
の
な
い
事
項
に

つ
い
て
は
、
甲
乙
協
議
の
上
、
そ
の
都
度
定
め

る
も
の
と
す
る
。

(遷
元
脱
脂
乳
)

第

一
二
条

乙
は
、
甲
の
提
出
す
る
還
元
脱
脂

乳
購
入
計
画
に
基
づ
き
、
別
表
三
で
定
め
る
価

格
に
よ
り
子
牛
飼
料
用
脱
脂
乳
を
甲
に
売
り
渡

す
も
の
と
す
る
。
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頭
は
こ
の
通
り
だ
。
」

「
と
も
角
、
場

内
を

ゆ

つ
く
り
見

て
下
さ

い
。

あ
の
三
十
培

へ
行
く
並
木

が
切

ら
れ
た
の
は

残
念
で
す
。
」

歩
く
に
つ
れ

て
案

内
者
が
ど
ん
ど

ん
ふ
え

て

く
る
。
緬
羊
の
美
斉
津

霧
、
乳
牛
の
田
島
君
、

豚
の
加
藤
君
が
し
き
り
に
意
見

を
の
べ
る
。
貴

重
な
建
設
的
意
見

で
あ
る
。
大
変
参
考

に
な

つ

た
。今

羊
ケ
丘
は
、
千
百

ヘ
ク
タ
ー

ル
の
宏
大

な

用

地
を
背

景
に
、
十

二
億
円

の
予
算
で
総
合
庁

舎

が
建
設

さ
れ

つ
つ
あ
る
。

変

つ
た
。
た
し
か

に
変

つ
た
。

新
時
代
の
要
請
に
も

と
つ
く
牛
舎
、
緬
羊
舎
、

豚
舎
が
建
設
さ
れ
、
立
派

な
農
機

具
が
整
備

さ

れ

て
い
る
。

終
戦

後
ベ
ス
ト
ト

ラ
ク
タ
ー

一
台

と
耕

馬
二

十

頭
で
頑
張
り
獅
し
た
当
時

の

お
も
か
け
は
、

艦
具
舎
の
片

隅
み
に
保
存
さ
れ

て
い
る

ス
ク
ラ

ツ
プ
で
し
の
ぶ
し
か
出
来

な
い
。

試
験
ぽ
場
も
立
派
に

な

つ
た
。

私
は

「
と
ど
山
」

の
上
に
ジ
ー
プ
を

と
め
,て
、

あ
り
し
日
を
静
か
に
回
想

し
た
。
私
は
学

校
を

出

る
と
す

ぐ
当
時
の
概
羊
場
に
赴

任
し
、

さ
ら

に
終
戦

後
種
畜
牧
場

に
改
組
さ
れ
る
と
同
時

に

勤
務

し
て
い
る

の
で
、

通
卸

七
ケ
年

の
月
寒

生

活

で
あ
る
。

種
畜
牧
場
長
当
時

は
苦
労

も
多

か

つ
た

が
、
た

の
し
か

つ
た
事

も
数

々
あ

つ
た
。

あ
の
当
時

は
毎
印
五
月

に
な
る

と
、
山
火
事

に
見
舞

は
れ

て
、

二
百

ヘ
ク
タ
ー

ル
の
山
林
を

焼

い
た

こ
と
も
あ

つ
た
。
北
過
道
名
物

の
馬
糞

を
含
ん
だ
空

っ
風
に
は
悩
ま
さ
れ
た
も

の
だ
。

そ
の
火
が
牧
草

地
を
矢
¢
よ
う

に
走

つ
た
の
を

想

い
出

す
。
ベ
ス
ト
ト
』フ
ク
タ
ー

で
大
槻
君
が

命

が
け
で
牧
草
地
を

お
こ
し
て
、
消
火
線
を
造

つ
て
、
火
を
消

し
た
事

も
あ

つ
た
。

天
候
不
順

の
た
め
乾
草

の
出
来
高
が
悪
く

て
、

蓼
、に
馬
.そ
り
隊
を
編
戚

し
て
、

一
日
が
か
り
で

民
間

の
牧
草
を
雪

の
中
か
ら
堀
り
出

し
て
運

ん

だ
こ
と
も
あ

つ
た
。

米
が
な
い
の
で
、

馬
鈴
蒋
ε

か
ぼ
ち
や
で
皮

膚

の
色

が
茜
色

に
な

つ
た
,
で
も
私
逮

は

一
致

団
結

し
て
、
穂
畜
物
場

の
創

設
に
情
熱
を
捧
げ

た
。
渾
動
会
、
野
球
試
合
は
た
の
し
か

つ
た
。

私
窮

に

な
る
が
、
三
男
義
雄
が
私
の
策
京
出

張
中
に
肯
腸
炎
が
悪

化
し

て
危

険
状

熊
に
な

つ

た
時

に
、
戸
板
に
の
せ

て
場

か
ら
札
幌

ま
で
場

員
の
方

々
が
衛
代
で
か

つ
い
で
運

乃
で
頂
い
た

友
情
は
永
久
に
忘
れ
ら
れ
な

い
。

真

駒
内
の
ク
ロ
ホ
ー
ド
キ
ヤ

ン
プ

の
米
軍
第

七
空
挺
師
団
司
令

部
が
牧
場

の
占
有
を
企
図

し

て
、
庶

々
無
断

で
漏
習
を
強
行

し
た
当
時
、
現

在

の
駐
米
大
債
献
.内
帝
次

さ
ん
と
私

と
二
人
で

G

・
n

・
Q

な
ど
に
輪
引

に
折
衝
し

て
恥
り
止

め

さ
し
た
事
が

あ

つ
た
。
即
十
才

の
年
令
か
牧

場
を
死
守

さ
し
た

の
か
も
知
れ

な
い
。

真

冬
に
牧
協
の
餌
地
に
、
何
百

人
に
も

及
ぶ

空
挺
部
隊

が
降
下
し
た
光
鶉
は
昨

日
の
よ

う
だ
。

私
は
静
が
に
意
の
伸
問
と
物
草
地

を

三
歩

一
歩

ふ
み
し
め

な
か
ら
、
あ
0
し
日
の
追
憶

に
ふ
け

観
迎
会
場
入
口

に
は
六
十
名

の
同

志
が
整

列

15
て
迎

え
て
く
れ
た
。

な
つ
か
し

い
顔
、
顔

が

涙

ぐ
ん
で
見

え
る
。

記
意
撮
影
の
後
、
懇
親
会
に
移
る
.
軋
幌
市

囚
か
ら
旧
友
達
が
顔
を
見
せ
て

い
た
。
息
子
が

出
ら
れ
な

い
舞
は
母
親
が
、
親
が
、不
在
の
家
で

は
息
子

や
娘
の
代
理
出
席

で
あ
る
。
私
は
感
謝

の
需
葉
を
の
べ

な
が
ら
、

ど
う
か
諸
霜
は

い
つ

ま
で
も
元
気
で
働

い
て
下

さ
い
。
長
.生

き
し
て

下

さ
い
と
く
り
か
え
し
て
申

し
上

げ
た
。
そ
し

て
芳
名

録
に

一
筆
つ
つ
轡

い
て
も
ら
い
度

い
旨

撚
願

い
し
た
。
こ
の
貴
重

な
記
線

は
私
逮

一
些

の
記

念
品

と
し
て
、
大
切

に
保
存

し
た

い
と
思

つ
て
い
る
。

ジ
ン
ギ

ス
カ

ン
料
理
で
盃

を
か
さ
ね
る
に
つ

れ

て
、
昔
話

し
ゃ
ら
、
今
後
の
畜
産

界
の
問
題

に
ま

で
話

が
は
ず

ん
で
、

「
都
ぞ
弥

生
」

の
北

大
寮

歌
を
合
唱

し
た
頃
は
夜
も
大
分

ふ
け

て
い

た

ら
し
い
。
実
に

す
ば
ら
し
い
夜
の
宴
で

あ

つ

た
。
健
康
上

私
は
最
近
節
酒
し
て
い
た
が
、
翌

二
十
六
臼
、
今

日
は
札
幌
を
去
る
日
で

あ
る
。

平
賀
畜
鯉

部
畏

そ
の
他
多
数

の
面
見
送
り

を
頂

い
て
ナ
賄

四
十

五
分
千

歳
空
港

を
出
発

し
た
.

空
灌
屋
上

か
ら

「
嚇

長
さ
ん
、
惣
津

さ
ん
、

さ
よ
う

な
ら
、

お
元
気

で
、
ま
た

霜
出

て
下
さ

い
」
と
大
声

で
手

を
振

つ
た
友
逮

の
顔
を
私

は

永
遡
に
忘
れ
る
事

が
出
来

な
い
。

飛
行
機

の
中
で

「
ど

う
か
簡
さ
ん
、

い
っ
ま

で
も
わ
元
気

に
お
薯
し
下
さ

い
。
今
圃
は

ほ
ん

」G
に
画
り

が
と
う
」

と
く
り
か
え
し
な
が
ら
、

蓮

ざ
か
る
北
海
道

の
土
地
を
な
が
め
た
。

往
復

と
も
空
の
旅
は
快
適

だ

つ
た
。

永
燃
に
変
ら
ざ
る
友
情

の
尊
さ
を
、

し
み
じ

み
味

つ
た
札
幌

へ
の
旅
で
あ

つ
た
。

月

寒

の

友

を

想

ふ

や

秋

傑

し

～19…

場
員

が
記
念
植
樹
を
し
て
く
れ
と
い
う
。.
こ

の
小

さ
な
松

が
ど

の
よ
う
に
育
つ
だ
ろ
う
か
。

ど
う
か
由
緒

あ
る
月
寒
牧
場

の

一
隅

で
す
こ

や

か
に
成
長

し
て
も
ら

い
た

い
も
の
と
念
願

し
な

が
ら
、
土

を
か
け
た
。

°

-

,

田
酷
君
の
お
宅
で
ご
厄
介
に
な
り
、
二
十
五

日
夜
は
元
の
道
庁
の
連
中
の
癒
別
れ
パ
ー
テ
ー

に
望
ん
だ
。
そ
の
席
で
中
松
漱
同
三
郎
さ
ん
、
吉

田
稔
さ
ん
に
お
会
い
し
た
。
吉
田
さ
ん
は
現
在

北
遍
道
酪
農
開
発
事
業
団
の
常
務
理
事
で
あ
る
。

つ
て
い
た
。

朝

田
島

君
の
話
で
は
意
気
あ
た
る
べ
か
ら
ざ
る

も
の
が
あ

つ
た

そ
う

で
、
掴

部
下

三F人

一
人
を

叱
駿

励
し
て
い
た
と
い
う
。
誠
に
汗
顔
の
至

り
で
あ
る
。

九
月

二
十
三
日
正
午
、
私
逮
夫
婦
は
千
歳
空

港
に
隆
り
立

つ
た
。
捜

林
省
北
艘
、試
畜
産
部
の

北
村
課
畏
、
美
斉
津

君
、

田
島

君
、
千
歳
市
会

議
員

の
中
村

さ
ん
の
葡
出
迎
え
を
受
く
。
空
は

限
り
な
く
胃

く
、
合
服

で
は
暑

い
く
う

い
の
気

温
で
あ
る
。

軍
は
ハ
イ

ウ
エ
ー
を
滑
る
よ
う
に

札
幌

へ
向
う
。
ふ

と
私
は
、
八
年

前
ア
メ
リ
カ

の
ア
イ
オ

ワ
州

の
デ

モ
イ

、"空
港
か
ら
牧
場

へ

向

つ
た
当
時

の
沿
道
を
想

い
出

し
た
。
あ
の
時

も
初
秋
で

あ

?
た
。

今
回

の
札
幌
行
き
は
、
私
が
十

八
年
前

に
勤

.

務
し

て
い
た
農
林
省
月
寒
樋
畜
牧
場
の
旧
友
逮

が
、
ぜ
ひ

と
も
私
達
に
、
そ

の
後
の
牧
場

の
一っ

つ
り
変
り
を
見
て
く
れ
と
の
切
な
る
心
情
を

う

つ
た
え
た
五
十
名

に
も
の
ぼ
る
連
署

の
手
紙

に

旅
費

ま
で
そ
え
て
の
要

請
に
ょ
る
も
の
で
、
私
へ

逮

は
こ
の
暖
か
い
友
情

に
感
謝

し
て
決
意

し
た

も
の
で
あ
る
。

*

*

*

*

*

翌
朝
、
私
逮

は
藻
岩

山
に
上

つ
た
。

バ
ス
で

頂
上
ま
で
行

き
、
野
幌

の
原
始
林
、
麺
々
と
流
れ

る
石
狩
川
、
人

口
七
十
万

に
ふ
く
れ

て
し
か
も

限
り
な
い
躍
進
を
つ
づ
け
る
札
幌
市
を
心
わ
き

な
く
眺
め
な
が
ら
、
私
を
畜
産
人
と
し
て
育
て

て
く
れ
た
石
狩
平
屋
の
雄
大
な
る
爆
観
に
、
し

ば
し
み
と
れ
た
。

札
幌
市
内
は
往
年
の
比
で
な
い
。
名
物
の
時

計
倉
、
植
物
園
、
北
大
の
ク
ラ
ー
ク
博
士
の
像

は
そ
の
ま
＼
だ
が
、
大
圏通
公
園
に
は
テ
レ
ビ
塔

が
そ
び
え
、
中
島
公
園
に
は
近
代
建
築
美
を
誇

る
ホ
テ
ル
三
愛
が
あ
る
。

そ
の
ホ
テ
ル
で
、
北
海
道
緬
羊
界
の
大
先
蟄

千
葉
英
精
さ
ん
の
次
男
幸
二
君
の
結
婚
式
が
当

日
午
後
二
時
半
か
ら
行
わ
れ
た
。
披
露
宴
に
は

沢
さ
ん
、
中
西
道
彦
さ
ん
、
塚
本
さ
ん
、
三
股

畜
産
試
験
場
長
な
ど
の
北
海
道
畜
産
界
の
首
脳

部
が
顔
を
見
せ
、
華
か
な
ふ
ん
囲
気
の
中
に
宴

が
進
め
ら
れ
た
。

中
西
さ
ん
が
席
上

「
は
る
は
る
岡
山
の
へ
き

地
か
ら
惣
津
さ
ん
夫
妻
が
出
席
せ
ら
れ
て
、
感

激
に
堪
え
な
い
」
旨
の
挨
拶
を
さ
れ
て
、
大
笑

い
と
な
つ
た
。
私
が
け
し
か
ら
ん
で
は
な
い
か

と
抗
議
す
る

と
、
中
西
さ
ん
は
札
幌
は
東
京
都

札
幌
市
だ
よ
と
笑
わ
れ
た
が
、
た
し
か
に
羽
田

か
ら
ジ
エ
ツ
ト
機
で
僅
か

一
時
閻
で
千
歳
に
行

二
十

四
日
に
ぱ
北
海
道
農
樂
試
験
場
の
公
式

問
日
で
あ
る
。
場
長
、
総
務
部
長
、
畜
産
部
長
、

草
地
鵬
発
部
畏

な
ど

の
主
脳
都

に
お
鼠
に
か
か
,

り
、

場
囚
視
察
。
黄

な
つ
か
し

い
凝
場
で
旧

知

の
連

中
に
再
会

し
た
。

「場
長

し
ば
ら
く
で

し
た
。
よ
く
来

て
く
れ
ま

し
た
ね
え
。

惣
津

さ
ん
、
相
変

ら
ず
御
元
気
で
す
ね

え
。

意

と
ち

つ
と
も
変

ー3
ま
せ
ん
よ
。
」

「
い
や
、
年
を
取

つ
た
よ
、
来
年

は
六
十

だ
。

け
る
今
日
で
は
さ
も
あ
り
な
ん
と
の
感
が
傑
い
。

私
は
在
札
中
会

つ
た
人
達
か
ら
、
故
三
木
知

事
さ
ん
は
え
ら
い
人
で
あ
つ
た
と
度
々
聞
か
さ

れ
た
の
は
、
我
事
の
か
う
に
う
れ
し
か
つ
た
。

三
木
知
駆
さ
ん
の
随
筆
は
広
く
続
ま
れ
て
い
る

し
、
水
島
の
工
業
基
地
の
鑓
設
も
有
名
だ
し
、

マ
グ
サ
イ
サ
イ
賞
の
授
賞
も
知
れ
渡
つ
て
い
る
。

北
過
瀬
の
へ
港
地
ま
で
知
ら
れ
て
い
る
故
三
木

知
事
さ
ん
の
偉
大
さ
を
、
し
み
じ
み
痛
感
し
た

次
第
で
あ
つ
た
。

一81一睡

酪
連
会
長

惣
摩
耀
令



酪 農 課 税

次el脅 国 の ◎ れ て に ◎ 四 る
経 の 七 定 よ は 飼 比'た
費 とH乍 九 経 う 従 ヒ 料1列 給く七 め
合 お 年 、費 に っ プ1塗'し 費 万 に
刮 り 度 一一 六 な て'の て の 二 、
プ1,て の → 不 る 給ζ一 隅 拶1う 円 肉
・k勘 国 四'° 費,一 入 ガ ち の 家
、る 税 円 六

^の 四 飼 司 収 締 労
九 ゜ 局 　 三 国 構Fq料 る 人 費 鮒
ρqの 「川 七 税 成 で 代 経 の が を
五 榊 六 μ1局`よ あ て 肇い 曽 い 除

凹 準%'方 削 る あ は 六 る け、 糸Yv上 ヒテじゴこf° る4臨 、 り{ず

1古[鷺 ξ、 御v呈 一"'「 ～一ケ …
りi2は 経 次 そ・し/レ 四

緯
費

即
○
、
○
O
O
円

お
よ
び
比
例

継

費

王
六
、
九
四
芳
円

(四

一96
)

力
六
、
九
四
訴
円
の
内
訳
↓

公
阻
公

課

一,六
五
、
則
料
代
七

二
、
七
六
四

、

僧
劫

一
六
、
凹
七
ぺ
、
他
七
、
四
四
C
。

ω

昭

和

一,一
十

九

年

度

の

酪

曲疑
課

税

訓刈
象゚

額

釜

=
弄

停

二
筑
の
注

《

伊
謎
篇
は
固
定
輝
費
六
五
千
円
、

比
例
縄
轡
四
六
%

と
し
た
、

(乳
代
×

O

詣

四
⊥

ハ
五
イ
円
)
。
④

二
九
年

第2蓑 ミ 臼召禾口159年 尽手(ハ酉各農 霞果才労1虫寸舅ミ害霞

@55円15銭 課 税 対 象 金 額(59年 度)

1脇 鶴 、1臨 当り・1繍 試算 匡い 胴

2〔}(ノ っFり5.688姓g)45千 「q:78千 円

195.4055772

185コ205266

174.856266〔 】

164.5512154

15426/～649

145、9821045

155.69855ア

125.4己6-→51

115.葉29-25

102,844-・19

92.56〔 〕-15

82,275-7

ア1991-1

-

本
年
は
轟
期

の
低

温
な
ら
び
に
長

雨

の
た

め
、
自
給

飼
料

が
極
度

に
減
収

し
た
た

め
に
、
購
入
飼
斜

へ
の
依
存
度

が
高
く

な

つ
た
、
桝
せ
て
購
入
飼
料

の

イ揃
絡

は
四
〇
年

二
月
以
陥
　四
、

五
配乃
、

一
　
月

[
日
か
ら
な

お
四

・
五
%

の
値

上

げ

と
な
つ
て
わ
り
、
実
悟
的

に
酪
農

経
費

は
大
ゆ
に
増
加

し
て
い
る
現
実

を

十
分
把
押
の

つ
え
適
正

な
課
税
を

さ
れ

た

い
.

㎝

酪
震
経
費

に

つ.
い
マ
は
そ
ゲ
根

拠

を
農
林
省
統
計
調
査
事
拐
所
発
長

の
牛

乳

崖
確
費
調
齊
資
、料

を
採
用

さ
れ
た

い
。

間

照
和

三
舜
力
年

度
の
旗
林
省

統
計

調
占
串
務
所
の
宿

川側
を
も
と
に
試
鎖
.す

れ
ぱ
、
報
悦
対

繁
と

燦
る
分
酸
点

は
別

組
の
如
く
、
乳
県

,.『

六
九
八
短

、
収

人
金

一
.一6
、
O
O
O
円

と
な
る

か
、

照
和
四
〇
律
度
の
経
費

は
昨
砕
度
よ

り

渦
腔

し
て
い
る
の
て
、
課
税
対
象
分
岐

点

は
さ
ら
に
⊥
昇

ず
る
も
の

と
捧
測
さ

れ
る

。
し
た
か

つ
て
今
年
展

に
つ
い
て
は
、

こ

の
点

十
分
老
応

の
上
課
税
襟
準
を
作

成

さ
れ
た
い
。

副

収

人
金
額

が

一
=
○
、

○
○
○
円

を
下

廻

っ
た
場
合

は
損
金

と
し

て
、
総

合
所
得
よ

り
搾
除

さ
れ

た
い
。

㈲

本
年
度
課

税
趣
準

は
少

く
と
も

個

定
細
費
六

五
、
○

O
O
円
、
比
例

経
費

四
六
%

以
上

と
さ
れ
た

い
。

㈲

別

記
岡
山
県

酪
連

の
試
鱒

の
如

く
、

飼
劉

畑
の
経
響

け
・13
給
飼
料
費

に
含

め

ビ

い
な
い
の
で
、

飼
料
畑

け
桑
園

と
岡

一
の
欲
扱

と
な
し
、
課

税
の
対
禦
外

と

り
「竃

、
白

鍋̀
,
,声

'

な

和
、

乳
牛

一
頭
当

り
の
飼
料
畑

は

↓

7ー
ア
ー
ル
以
上

認
め
ら
れ
た

い
。

㎝

別
塗
汐
除
に

つ
い
て

イ

別
途
控
除

は
昨
隼

同
掃

こ
れ
を

経
読

さ
れ

た

い
。

口

本
年

は
ト

記
の
も

の
に
つ
い
て

さ
ら
に
別
遮
搾
除

の
母
娘

と
さ
れ
た

い
。、-
　

劃八
例
施
那
耐
の
ク
ー

ラ
ー
「
集

乳
所
艦
・
の
原
価
供
却

②

多
頭
飼
脊
渚

の
ふ
ん
尿

処
理
轡

{3
h㈱
'塊
駈
共
潴

未
加
入
雫

の
診
捧
費

①

家
畜
共
満

限
度
超
過
診
療
留

?1

昭
和
四
〇
鋸
分
酪
農
謙
税
に
対
す
る
要
親
事
項

度
は
固
定
経
費
四
〇
千
円
、
比
例
経
費

四

一%
で
あ

つ
た
。
乳
代
×
G

・
五
九

ー
四
〇
千
円
)
。

馴

そ

の

他

ハ④

前
記
響

経
費
に
は
公
祖
公
課

お
よ
び
負
担
金
は
含
ま
准
い
。

@

働
の
課
税
対
象
額
は
試
算
が
常
識

,
的
に
み
て
正
し
い
と
患
慮
さ
れ
る
。

よ

つ
て
、
三
十
九
年
度
の
よ
う
に
二
、

O
G
G
切

の
出
荷
乳
量
に
税
金
が
か
か

る
こ
と
は
不
合
理
で
あ
る
。

折 衝 始まる

1

試

箕

の

根

拠

の
Ψ

週
去
の
実
締
か
ら
鶴
民
即
体
の
調

査
資
料
は
、
国
獅
局
に
わ
い
て
採
用
さ

れ
て
い
な
い
か
ら
、
本
年
庶
は
農
林
脚

澗
山
跡
謝
訓
沓
事
務
所
牛
珊
の
生
産
卿

(
四
〇

・
五
。
一一二

騨
蒲
)
を
茅
酬
と

し
た
。

㊥

こ
の
試
筑
は
昭
和
三
十
九
年
摩
の

も
の
て
あ
る
か
ら
、
鼎
和
四
十
年
酵
に

お
い
て
は
当
然
修
正
脅
舜
す
る
。

吻

牛

乳

の

生

産

曹
邦
の
修

正

(
以

下

一
頭

当

り

)

紳
計
調
査
黛
・務
所
の
生
産
饗
と
国
秘

局
の
生
産
妙
と
は
算
出
方
泌
が
相
適
し

て
い
る
の
で
、
紬
計
翻
査
事
務
所
ゲ
も

の
を
国
税
局
ゲ
方
針
に
修
正
す
る
と
次

の
よ
う
に
な
る
。

の

収

入

金

三
九
葎

三
九
年
国
税
局
発
衰

乳
量

五
、

一
一
ご

四
.
〇
五

一

単
伊

三
五

。
一
五

三
四

・
○
○

乳
代

一
七

}

・九

一
三
七

・七

八
七
P

三
四
円

@

経
喪

鮪

蓑

の
と
お
り

鎮
二

表
の
注

A
バ
蘭
Ψ
讐
印
は
三
七
年
度
岡
山
県
牛
乳

生
査
費
調
査
の
内
款
に
よ
る
。

(
こ
れ

は
三
七
無
摩
.の
恥
ま
と
め
が
な
い
た
め
、

暫
定
的
に
使
掬
し
た
。
)
砧
Ψ
伽由

は
子

牛
の
賢
用

に
該

当
寸
る
か

ら
除
外
し
た
。

㊥

※
②
は
機
業
収
入

の
イ
ネ
、
ム
ギ
の

収

入
と
し
て
す
で
に
見

ら
れ

て
い
る
か

ら
購
入
に
準

ず
る
。
飼
料
矯
イ
ネ
ワ
ラ

一
、
〇
七
四

・
六
」娚

(四
、
ご
五
五
円
)

敷
料

イ
ネ

ワ
ラ

一
、
九
六
八

。
六
絢

(
七
、
六

}
八
円
)
、
敷
料

ム
ギ
ワ
ラ

八

[
○

・
四
絢

(
二
、

一

一三
円
)
、

計

皿
三
、
九
九
六
円
。
②
調
歯

は

ム
ギ

作
、

畑
作

の
収
入

と
し

て
ず
で
に
耀
ら

れ

て
い
る
か

ら
購
入
に
準
ず
る
。
大
麦

一
〇
九

・
八
絢

(三
、
六
四
二
円
)
、

小
麦

二
〇

・
五
初

(七
九
七
円
)
、
裸

夏

八
二

・
四
短

(一瓢
、
㎜二
一
四
円
)
、

日
し
よ

一
四
八
絢

(三
、

一
二
七
円
)
、

計

一
〇
、
八
八
〇
円
。
露

趣凶
は
縷
機

具
の
減
価
償
却
に
当
り
、
別
途
控
除
と

昭
和
四
〇
隼
分
酪
経
課
税
標
準
試
算

昭
和

四

一
年

一
三
月

岡
山
県
酪
農
農
業
協
同
組
合
連
合
会

第1ラ 攣 経 費

費 目 統 計 総 額 修 正 ← う 僻 正 額 備 考

飼 育 労 働 費 乙5.68750.65ア5.050自 家 労 力

1劇 妾 材 料 費1.8481、848※m脱 粉

1購 入7991980579114飼 料 、

1自 給 ろa7211584524・876脅 藻(21ワ ラ 類 幡996

言考118,64014.650105,990《 甲(3}濃 ∫學,食司雪」110.880

建 物 】費2.788・2.788

差弩 具 費5・505毫 マ414.598ア07

賃 料 々 金5、659曝 く5h.1654.494言 十24.876

乎L牛 償 夫雪ヨ費15.51915.519

地 イ馬こt5551.555

資 マ{{こネU子10.8251α82ろ

(合 爵一ト)195.80251,050144.752

一20一

短
年
の
こ
と
な
が
ら
酪
が
家
の
方
々

に
は
税
金
に
つ
い
て
は
関
心
が
深
い
ご

と
＼
思
い
ま
す
。
本
会
で
は
昭
和
四
十

年
分
酪
農
調
税
に
っ
い
て
卑
く
か
ら
検

討
し
て
わ
り
ま
し
た
が
、
十

一
月
瓢
十

玉
日
広
島
闇
税
偶
を
訪
れ
、
通
正
な
課

税
榊
準
を
作
成
さ
れ
る
よ
う
次
の
試
篇
'

を
も

つ
て
亜
く
要
請
い
た
し
ま
し
た
。

国
税
周
と
し
て
は
岡
山
児
の
碑
望
事

壊
を
十
分
研
究
の
上
橡
準
作
成
に
当
る

と
の
こ
と
で
結
論

は
出

て
い
な
い
が
、

正
式

な
課

税
槽
準

は
四
十

一
痒
二
月
に

行
わ
れ
る

の
で
来
年
二
月
号
を
も

つ
て

調
矧
ら
せ
し
ま

す
。

し
て
見
ら
れ
る
も
の
、
⑰

・饗
5
は
粍
ハ瀦

掛
金
で
あ
O
別
途
控
除
の
対
象
と
な
る
。

㈹

所

得

標

準

{④

収
人
金

一
七

}
、
九
八
七
円
を
縛



総 社農業改良普 及所

大 西 務 ・ 加 膝 栄

。

条
の
も

と
に
イ
タ
リ

ア
ン
ゐ

生
産
処
理
が
行
わ

れ

一
部

の
製
品
で
は
品
質
の
悪

い
も
の
が
生
産

さ
れ
た
わ
け
で

あ
る
。
ま
た
施
肥
越

と
収
颯
比

は
艶
・二
表
の
と

翁
り
、
か
な
ら
ず
し
も
施
肥
鍛

層

の
多
い
A
、
B
農
、塚
が
収
量

が
多

く
な
く
、

む

し
ろ
施
肥
貴

の
少

い
D
、
E
農

家
が
多

い
結

巣

が
出
た
が
、

こ
の
原
因
は
昨
年
の
異
常

天
候

に

よ
り
施
肥
貴
ど

廊
り
の
作
栖

と
な
ら
ず
、
ま
た

刈
取
回
数
も
二
回
も
少

な
か

つ
た

乙
と
が
颪

接

施
肥
澱
に
ひ
ひ
か

な
か

つ
た
も
の

と
思

わ
れ
る
。

な
お
昨
年
の
場
合
、
例
年
に

な
い
梅
雨
前
線

に

よ
る
長
雨

の
た
め
適

期
刈
恥
り
は
で

き
ず
、
収

穫
時
期
が

つ
れ
、
労

刀
が

一
時
的

に
長
雨
の
あ

い
間
を
ぬ

つ
て
集

中
化
さ
れ
、
労

働
的

に
昨
年

の
場
合
は
、

}
人
当
り
の
栽
培
、
乾
草
調

郵
土

の
可
能
面
稿

は
二
〇
ア
ー
ル
以
下
で
な

い
と
乾

煎

と
し

て
の
処
遡

が
無
理

な
鋲
件
で
あ

つ
た
。

し
か

し
平
年

の
気
象
条
件
下
で

あ
れ
ば
、

一

・戸
当
り
栽
塙
可
能
面

稿
も
五
〇
ア
ー

ル
程
度
ま

で
は
可
能

と
推
定
で

き
る
。
昨
年

の
天
候
異
変

¢
た
め
畏
.野
式
ト

巧
で
ヤ
ー
を
使
用
し
た
が
、

刈
鰍
面
徳
ド

弓
イ
ヤ
ー

に
か
け
、
干
上
る
ま
で

に
六
時
間
を
翅

し
、

一
二
G
リ

ツ
ト

ル
の
璽
油

を
消
費

し
、
乾
草

一
キ

ロ
ゲ
ラ

ム
生
潔
に
用
し

た
油
代
は

一
三
'

一
四
四
か
か

n
、
謹
た

そ
の

他
生
産
費

と
し
て

一
二
～

一
三
円
か
か
る
乙
と

に
な
り
、
ド
ラ
イ
ヤ
ー
を
全
瀬
的

に
使
用
し
た

場
合
非
常

に
生
産

が
低
く

ケ
り
ま
す
。
採
鯨
面

か
ら
組
合

と
し
て
は
、
乾
薙
仕
上

け
の

二
C
～

三
〇
分

の
み
を
樵
械
乾
燥

と
し
、
主
体

と
し
て

第1袈 耕 種 概 要(10α 当 り)
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題問諸の業事売極と産生の草乾同共

,

◇介サ紹例事◇

酪
農
経
営
者
は
、
こ
こ
数
年
来
こ
の
こ
と
を

真
剣
に
考
え
て
多
頭
飼
育
ム
ー
ド
に
よ
り
規
模

の
拡
大
が
な
さ
れ
て
来
た
が
、
経
営
耕
地
面
積

に
お
い
て
は

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満
の
規
模
の
、農
.

家
が
あ
ん
が
い
多
く
、
多
頭
化
体
系
の
ね
ら
い

か
ら
そ
れ
た
酪
農
家
が
多
い
。
多
頭
化
の
ね
ら

い
は
牛
乳
生
産
量
を
増
加
し
て
所
得
の
増
大
を

は
か
る
ご
と
で
あ
る
が
、
逆
に
頭
数
割
で
み
る

と
所
得
が
か
な
り
滅
少
し
て
い
る
農
.家
も
み
ら

れ
、
む
し
ろ
精
鋭
主
義
が
割
が
良
い
場
合
も
見

受
け
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
要
因
は
多
頭
飼
育

す
る
に
は
耕
地
面
積
が
小
さ
す
き
、
自
給
飼
料

が
不
足
し
、
飼
育
頭
歎
と
自
給
綱
料
熱
盤
を
比

較
し
て
、
自
給
飼
料
基
盤
が
小
さ
く
自
給
飼
胴

の
生
産
確
保
が
な
δ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
実
状

の
よ
う
で
あ
る
。

し
た
が
つ
て
現
状
の
多
頭
飼
育
輿
家
に
而
い

て
は
、
粗
飼
料
の
不
足
分
を
購
入
飼
料
に
依
存

す
る
ほ
か
な
い
と
恩
う
。
二
～
三
年
前
よ
り
数

十
頭
以
上
の
多
頭
飼
育
纏
.家
で
は
、
水
田
製
小

作
は
も
ち
ろ
ん
、
生
草
、
乾
草
を
購
入
す
る
酪

農
.家
・が
目
立

つ
て
多
く
な
つ
た
。
°し
た
が
つ
て

総
社
市
艘
協
で
は
、
生
草
、
乾
草
の
需
要
に
即

応
し
て
、
昭
和
三
十
九
年
度
よ
り
乾
草
の
生
産

販
売
を
実
施
し
、
総
社
地
区
内
は
も
ち
ろ
ん
、

地
区
外
の
多
頭
飼
膏
縫
家
の
乾
草
の
供
給
を
み

た
す
と
共
に
、
水
田
裏
作
の
高
度
利
用
を
は
か

つ
て
い
る
。

昭
和
三
十
九
年
度
五
名
の
組
合
員
に
ょ
り

服
部
販
売
乾
草
生
産
組
合
を
設
立
し
、
イ
タ

リ
ア
ン
乾
草
の
大
愚
庄
産
を
め
ざ
し

て
新
し

い
農
業
の
生
き
方
と
し
て
、
地
区
囚
外
の
需

要
景
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。
本
販
売
乾
草

生
産
事
業
は
時
代
に
即
応
し
た
事
業
の
反
面

に
、
今
ま
で
乾
草
の
必
要
性
は
十
分
わ
か

つ

て
い
な
が
ら
、
乾
草
生
産
が
酪
農
塚
自
体
に

お
い
て
も
な
さ
れ
な
か
つ
た
こ
と
は
、
梅
雨

時
期
の
天
候
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
大
き
く

し
た
が
つ
て
ご
戸
当
り
一
～
二
木
の
家
族
労

働
力
で
は
、
咋
年
の
よ
う
な
五
月
の
天
候
の

悪
い
時
に
は
五
〇
ア
ー
ル
以
上
の
栽
培
は
無

理
で
あ
り
、
梅
雨
期
に
晴
天
を
み
は
か
ら
い

一
度
に
イ
タ
リ
ア
ン
を
乾
草
調
整
す
る
こ
と

は
}大
候
的
に
も
労
働
的
に
も
不
可
能
で
、
栽

培
可
能
面
積
も
咋
年
の
場
合

一
〇
～
二
G
ア

ー
ル
程
度
に
限
定
さ
れ
、
小
規
模
な
労
鋤
生

産
性
の
低
い
経
営
内
容

と
な
り
、
乾
嘩
弦
塵

が
今
ま
で
伸
び
な
や
ん
だ
原
因
の

{
つ
と
思

わ
れ
る
。
昨
犀
度
の
イ
タ
リ
ア
ン
の
栽
培
に

つ
い
て
は
、
第
円
表
の
と
お
り
、
ほ
場
の
周

囲
が
イ
草
田
で
、
ほ
と
ん
ど
の
ほ
場
が
湿
田

化
さ
れ
初
期
生
育
が
悪
く
、
な
箱
播
棚
期
も

十
月
十
九
日
と
適
期
播
種
よ
り
か
な
り
遅
れ

昨
年
度
の
異
常
低
温
の
た
め
全
般
的
に
生
育

が
悪
く
、
収
愚
も
非
常
に
少
く
、
当
地
の
過

り

去
三
ケ
年
平
均
収
蚤

(
一
四
、
O
O
O
キ
ロ

グ
ラ
ム
)
よ
り
は
る
か
に
少
な
鱒
八
、
九
〇

六
キ
ロ
グ
ラ
ム
し
か
虫
産
が
上
ら
ず
、
悪
条

一
籍
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・
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編

集

室

よ

り

◇

十

二
月
上
旬
て
既
に
鶏
卵

の
大
阪
相
場

は

初

当
り

一
五
〇
円

、の
大
台
に
の

つ
た
。
今
春

の

大
暴
落

か
ら
み
る
と
予
想

外
の
好
相
場
で

あ
る
。

ブ

ロ
イ
ラ
ー
も
生
体
初

当
り
二
三
〇
円

の
相
甥

が
続

き
、
枝
肉
、
和

牛
メ
ス
が
陶
当
り
五
八
〇

円

台
、
去

勢
牛
は
六
〇
〇

円
台
、

豚
肉

も
高
値

が
三
八
〇
円
台

を
続

け
、

い
ず
れ
も
高
値
横

ば

い
を
堅
持
し
て

い
る

。
畜
産
物

を
生
産

す
る
農

家
に
と

つ
て
は
、

明
る

い
師
走

と
い
う

こ
と
に

な
り
そ
う
だ
が
、

長
か

つ
た
苦

し
み
を
思
え
ば

少

し
は
む
く
い
ら
れ
る

も
の
が
あ

つ
て
も
よ

い

で
あ
ろ

う
。
不
作

と
は
い
え
お
米
代
金
も
入

つ

て
エ
ビ
ス
顔

の
人
も
多

い
こ
と
だ
ろ
う
。
十
二

月
笥

一
日
曜
日
の
岡
山
市
は
例
年
よ
り
人
出
が

多

く
、
サ

ラ
リ
ー

マ
ン
の

ボ
ー
ナ

ス
の
出

る
前

か

ら

{
足
早

い
師
走
景
気

に
テ
パ
ー
ト

や
商
店

衙

は
活
気

ず
い
た

と
い
わ
れ
る
。

こ
れ

が
全
部

農
村

か
ら
繰
り
出

し
た
胃
物
客

と
は
い
え
な

い

が
、
寒

い
冬
と
い
う
天
気
予
報

と
相

ま

つ
て
消

費
指
敏

は
か

な
り

の
び

そ
う
て

あ
る
。

◇

高
庭
生
艮

の
あ
と
を
う
け

て
反
動

不
況
の

見
正
対
鎌
ケ
大

き
く
拘
出
し
た
佐
藤
囚
閣
も
、

意
外

に
そ
の
効
力
か
不
発

に
終

つ
て
し
ま

い
景

気
回
復
は
期
待
薄
、
か
な
り
長
び
く
と

い
う
見

通
し
の
方
が
聯
く
な

つ
て
き
た

こ
の
頃
、
縄
済

政
策
の
手
ぬ
る
さ
に
ア
ワ
を
喰

つ
て
い
る
格

構

で

あ
る
が
、
事
実

中
小
企
業

の
倒
産

が
相
継

い

で
起
り
、
岡
山
県

て
も
十

一
月
の
企
罫

倒
産
負

債
総
額
三
四
億
円
を
越
え
戦
後
最
高
を
記
録
し

た
と
あ
つ
て
は
、
不
況
解
消
の
淡
い
期
待
も
露

と
消
え
寒
さ
は
気
温
だ
け
で
は
な
し
に
心
の
中

に
ま
で
し
み
わ
た
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
、
心
細

さ
を
覚
え
る
。
気
に
な
る
の
は
来
年
の
経
済
見

通
し
で
あ
る
が
、
明
る
い
観
測
は
む
つ
か
し
く

来
年
秋
口
か
ら
ゆ
る
や
か
に
回
復
に
向
い
、
本

格
的
立
直
り
は
明
後
年
以
降
と
い
う
見
方
が
な

さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
波
及
し
て
く
る
畜
産

へ
の
影
響
は
、
公
共
料
金
の
値
上
げ
を
含
ん
で

五
%
以
上
に
な
る
と
思
わ
れ
る
消
費
者
物
価
の

上
昇
か
、
畜
産
物
消
費
の
面
に
及
ぼ
し
蓄
産
物

相
場
の
下
げ
へ
と
作
用
し
て
く
る
て
あ
ろ
う
。

更
に
は
雇
用
の
停
滞
が
兼
業
収
入
の
減
少
、
出

稼
き
の
道
の
縮
少
へ
と
作
用
し
、
農
家
収
入
は

少
な
く
な
つ
て
く
る
事
熊
も
予
想
さ
れ
る
。

ム「
の
畜
産
物
相
場
の
高
騰
も
底
の
満
い
淡
雪
の

よ
う
な
も
e
て
あ
る
と
知

つ
て
わ
く
な
ら
ば
、

咋
今
の
収
入
増
加
も
経
営
規
慎
の
拡
大

・
設
備

投
資
に
向
け
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
ば
中
小
企
業
の
倒
産
原
園
が
、
設

備
投
資
の
行
過
ぎ
や
、
借
金
な
ど
で
資
金
ぐ
り

が
つ
か
ず
、
不
況
の
あ
わ
り
で
倒
産
し
て
い
る

例
が
多

い
か
ら
て
あ
る
。
決
し
て
楽
観
は
許
せ

な
い
晴
勢
に
あ
る
。

◇

今
年
も
あ
と
僅
か
、
暖
冬
に
始
ま
り
、
寒

春
、
冷
夏
と
不
順

に
な
や
ま
さ
れ
、
あ
げ
く
が

台
風
で
稲
穂
は
落
ち
農
作
第
は
半
月
も
⑳
く
れ

る
と
い
う
災
難
葎
で
あ
つ
た
。
畜
酵
物
相
場
は

雨
の
ち
晴
と
い
く
分
明
る
か

つ
た
が
、
今
ま
て

ー

晶

岡
山
畜
産
便
り
(+
二
尋

二

第
十
六
巻

第
十
・号
(通
巻
第
百
六
+

一
号
)

昭
和
四
+
隼

二
早

昆

行

一

難

駄

穂

騨

辮

吐

　

発

行

ガ

岡
山
市
桑
田
町

一
の
二

　

岡

山

県

畜

産

会

電
岡
山
⑳
八
五
七
五
番

振
替
岡
山
八
五
七
五
番

竿

印
刷
所

岡
山
市
下
石
井

一

三
ハ九
⊥
二
鑑

{

岡

山

軽

印

刷

ハ

5

～

5

～

5

15

～

～

～
～

さ

定
価

一
部
五
十
円

(送
料
共
)

一

の
赤
字
を
埋
め
合
し
た
程
度
で
決
し
て
満
足
の

い
く
だ
け
の
も
の
で
は
な
か

つ
た
。
こ
れ
ら
に

対
す
る
対
策
、
施
策
は
逐
次
実
行
さ
れ
た
が
、

中
て
も
特
筆
す
べ
き
は
、
長
い
懸
案
て
あ
つ
た

酪
農
三
法
の
成
立
で
あ
る
。
又
不
発
に
終

つ
た

が
卵
価
の
安
定
対
策
と
し
て
の
互
助
共
済
制
度

の
実
施
は

一
つ
の
方
向
を
開
発
し
た
も
の
で
あ

つ
た
。
県
行
財
政
審
議
会
の
答
申
に
基
く
県
行

政
の
反
省
も

一
つ
の
出
来
事
で
あ
つ
た
し
、
畜

塵
の
変
遷
に
つ
れ
て
教
育
機
関

(
酪
大
)
、
試

験
穐
関

(和
牛
セ
ン
タ
ー
)
.
経
済
団
体

(
経

済
連
)
の
再
編
成
も
話
題
で
あ
つ
た
。

こ
れ
ら
を
基
に
来
る
べ
き
新
年
は
よ
い
年
で
あ

る
よ
う
に
祈
り
た
い
。

は
天
日
乾
燥

に

一
元
化

し
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

な
海
労
働
時
間
に

つ
い
て
は
生
箪
生
猷

の
場

合
、
平
均

　
四

・
四
時
間
と
非
常

に
少

な
く
て

す
ん
で

い
る
が
、
そ
れ
に
ひ
き
か
え
乾
単

生
産

時
間
は
三
〇

・
四
時
間
と
労
働

力
の
主

体
は
乾

草

生
産

に
か

＼

つ
て
い
る
。
労

力
の
投
入
も
晴

天

の

一
〇
～

一
五
日
醜
後

に
集
中
化

さ
れ
、

一

時
的
に
労

働
が
か
さ
な
り
、
先

に
申

し
上

げ
た

と
お
り
労

働
的

に
栽
培
可
能
面

積
の
制
約

が
か

せ
ら
れ
る
結
果
と
な

つ
た
わ
け
で

あ
る
。

ま
た
第

二
表
の
と

和
り
、
乾
草
歩
留
り
か
樽

準

を
下
ま
わ
る

一
〇

・
四
五
パ
ー

セ
ン
ト

と
非

常
に
低
か

つ
た
。

し
か

し
咋
年

の
場
合
雨
畢
も

質
く
、
ま
た
刈
取

は
背
負
式
刈
取
機
を
使
用
し

高
刈

り
さ
れ

た
た
め
と
く

に
歩
留
り

か
懇
く
、

乾
草
収
量

が
予
想

外
に
低
か

つ
た
。

乾
操
方
法

は
、
主
体

と
し
て
干
草

は
道
路
等

の
広
い
場
所

に
干

し
、

し
た
が

つ
て
干
上
り
は

イ
タ
リ
ヤ

ン
跡

に
干

し
た
場
合
よ
り

一
日
押
度

十
⊥
り
が
早
か

つ
た
。
ま
た
昨
年

の
場
くn
、
晴

れ
間
を
利
用

し

て
の
乾
燥
が
不
可
能
ジ
た
め
、

小
爾
て
も
乾
聯
を
強
行
し
、
大

雨
の
時
は
三
角

架
を
利
用

し

て
ゲ
強
引
な
方
法

て
実
施
し
た
わ

け
で
あ
る
。
そ
こ
で
品
質
の
低

下
は
ま
ぬ
が
れ

な
か

つ
た
。

労
力
問
題

に
つ

い
て
は
第

二
爽
の
と

加
O
、

乾
草
調
整
の
た
め
の
労

力
は
他
作

目
に
見

ら
れ

な
い
集

中
的

な
多

く
の
労
働

力
を
必
蠣
,と
す
る
。

し
た
が

つ
て
労

刀
の
節
減

を
は
か
る

た
め
期
即

回
迦
も
、

当
地
方

の
四
～

五
回
刈

り
を
二
回
刈

ま
た
乾
茸
眼
売
面

で
は
、

一
船
的
恥
引
価
枯

は

一
キ

ロ
グ
ラ
ム
三
〇
円
以
上
の
価
絡

は
塑

め

ず
、
二
八
円

の
高
価
柊

で
即
引

き
さ
れ

て
も
、

遠

即
離
輸
掛

す
る
嶋
合

は
、
乾
卑

一
キ

ロ
グ
ラ

ム
に
つ
き
運
賃

が
五
～

六
円
前
後
か
か
り
、
添
-

飽

り
が
少
く
儲
か

ら
な
い
の
が
現
実

の
よ
う
で

あ
る
。
だ

い
た

い
輸
送
岬
郎

一
五
キ

ロ
メ
ー
ト

ル
の
場
合
乾
隙

一
キ

ロ
グ
ラ
ム
の
運
貨

は

一
円
、

九
〇
キ

ロ
メ
ー
ト

ル
で
六
円

と
迎
賃

に
多

く
の

饗
用
が
か
か
る
こ

と
に

な
る
。
し
た
が

つ
て
乾

蝉

の
販
売
先
は
で

き
る
だ
け
近
く
の
需
要

罪
と

即
引

き
し

な
い
か
碧
り
、
現
段
階

の
乾
坤
販
売

で
高

い
収

益
金
を
甲
む
こ
と
は
で
き
な
い
と
思

わ
れ
る
。
咋
年
席

ゲ
例
か
ら
み
る

と
、
輪
送
距

離
四
〇
キ

ロ
メ
ー
ト

ル
で
乾
.草

一
キ
ロ
グ
ラ

ム

輸
送
鍬
は
二

・
八
円
か
か
り
、
甑
売
乾
革

の
碧

用

台
計
ヅ
囚
訳
の

と
お
り
費
用
中
遡
賃
各
費

が

費

用
中
の
上

位
を
し
め

て
い
る
。

し
た

が

つ
ご

販
売
乾

草
の
輸

慰
距
前
は
二
〇
～
三
〇
キ

ロ
メ

ー
ト
ル
が
限
席

と
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
需
要
家

以
上

の
と

わ
り
昨
年

慶

の
鳩

合
は
異
常
気

独

の
た
め
、
患

う
ほ
ど

の
収
轍

も
h

げ
え

ぼ
か

ワ

た
か
曳
本
年
度
の
場
く[
は

}
○
ア
ー

ル
当
り
最

低

一
、

二
〇
〇
キ

ロ
グ

ラ
ム
の
乾
糖
収
鍋
を
口

標
に

お
き
、
疏
生
に
閃
係

e
穴

き
い
イ
ク
リ
州
。・

ン
の
播
挿
時
嫡
,を
去
月
ド
旬
ま
で
に
完
了

し
、

鵠
要

と
供
給
に
則
応
し
た
.販
売
乾
単

の
大
鈷
生

産

を
計
画
し
、
芦
々

と
生
産
裁
盤

の
拡
大

を
臼

ざ
し

で
新
峙

代
し
ふ
さ
わ
し

い
田
圃
部
市
総
祉

り

に
と
ど
め
、
投
下
労

働
を

で
き
る
だ

け
少
く

,し
、
ま
た
賄
草
課
整
ヒ
=

人

で
は
で
ぎ
な
い
刈

取
り
、
乾
婦
、
柵

包
作
楽

を
共
同
化

し
、

一
面

贈
昌

の
集

約
化
に
よ
o
天
便
悪
化

の
鳩
,合

}
人

て

は
で

き
な

い
作
箪

を
共
同
化

で
な
し
と
げ
た

わ
け
で
漸
る
。
以
上

の
と

⑩
り
乾
卑
生
酵

に
商

い
て
は
、
梅
雨
時
期

の
天
日
乾
蝸

と
、
労
働
調

弊
が
今

徳
の
乾
草
作

り
の
第

一
の
闇
融
点
に

な

る
事

と
思

う
。

と
し
て
も
輸
送
距
離
が
遠
い
場
合
、
磁
価

が
高

く
つ
き
、

購
入
に
つ
い
て
も
敬
遺
さ
わ
る
。
最

近
の
傾
向
と
し
て
は
、
一
キ
ロ
ゲ
ラ
ム
当
り
懇

賃
込
み
の
二
七
～

二
八
円
以
ド
で
獄
い
と
取
引

き
が
成
立
し
な
い
と
い
詳つ
販
売
輸
送
面
に
、
第

二
の
問
題
燕
が
の
乙
さ
れ
て
い
る
ウ

◎収
益
粍
に
つ
い
て
は
鋤

二
嚢
の
と
調
り
、
A

G
機
家
で
は

三
〇
ア
ー
ル
当
り

一
五
、
O
O
O

円
と
咋
年
の
悪
条
件
下
で
,、
栽
堵
繕
験
始
め
て

に
し
て
砿
よ
い
成
績
で
あ
り
、
平
均
的
に
み
る

と
伽
二
、
○
O
O
円

と
か
歳
り
の
諮

が
み
ら
れ

る
が
、
咋
年
慶
の
気
救
条
件
下
の
収
艶
を
最
帆

に
み
た
場
合
、
昨
奪
よ
り
は
収
載
的
に
も
、所
得

的
に
も
悪
く
は
な
ら
な
い
と
し
て
、
本
鐸
贋
で

は
、
最
高
作
伺
者
は
一
"
当
り
五
〇
ア
ー
ル
作

付
け
し
て
、
す
で
に
一
都
で
は
明
獅
度
甘
灌
の

乾
箪
が

一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
り
二
五
円
の
生
泌
地

価
格
で
契
約
さ
れ
、
明
年
度
の
生
産
に
期
艀
が

か
け
ら
れ
て
い
る
。
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